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【今月の表紙】３月 23日㈯に行われた第一保育所最後の修了式。
延べ 1,107 人がこの保育所を巣立っていきました。第１期生が
植えた桜の木はずっと子どもたちを見守ってくれました。
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平成 25年度　施政方針

思
い
出
を
、
あ
り
が
と
う
。



平成 25年度　施政方針
魅力あふれ、喜びいっぱい、幸せになれる町、みよし

平 成 25 年 度 施政方針
平成 25 年 2 月 26 日に行われた第 1 回三芳町議会定例会の冒頭において、
林伊佐雄町長が町政の実現に向けた施政方針を表明しました。その内容を抜
粋して掲載します。 問秘書広報室（内線 312 ～ 314）

魅力あふれ、喜びいっぱい、幸せになれる町、みよし
みりょく よろこ しあわ

　
今
日
の
町
の
危
機
的
な
財
政
状
況
を

乗
り
切
る
た
め
に
、脱
「
財
政
硬
直
化
」

宣
言
を
行
い
ま
し
た
。
昨
年
度
か
ら
公

共
施
設
の
ス
ト
ッ
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
に

関
す
る
ワ
ー
キ
ン
グ
チ
ー
ム
を
編
成

し
、
白
書
作
成
に
向
け
調
査
研
究
を
進

め
て
い
ま
す
。
個
別
施
設
の
更
新
、
統

合
、
廃
止
、
長
寿
命
化
等
の
計
画
を
策

定
し
ま
す
。

　
ま
た
、
新
た
な
行
政
評
価
制
度
に
つ

い
て
も
専
門
委
員
を
中
心
に
ワ
ー
キ
ン

グ
チ
ー
ム
を
編
成
し
、
行
政
経
営
サ
イ

ク
ル
の
仕
組
み
を
構
築
し
て
い
ま
す
。

こ
の
中
で
、
行
政
評
価
外
部
評
価
委
員

会
を
設
置
し
、
事
業
の
必
要
性
や
効
率

性
、
達
成
度
等
を
住
民
目
線
で
も
評
価

し
、
効
果
的
な
行
財
政
運
営
を
推
進
し

て
い
き
ま
す
。
事
務
事
業
の
見
直
し
、

　
子
育
て
と
仕
事
が
両
立
で
き
る
環
境

整
備
が
急
務
と
な
っ
て
い
ま
す
。
４
月

か
ら
新
た
な
社
会
福
祉
法
人
に
よ
る
認

可
保
育
園
が
開
園
し
ま
す
。
こ
れ
に
よ

り
待
機
児
童
解
消
が
図
ら
れ
る
も
の
と

期
待
し
て
い
ま
す
。

　
次
に
、
保
育
児
童
の
安
全
の
確
保
の

た
め
、
町
立
第
２
保
育
所
、
第
３
保
育

所
の
耐
震
診
断
を
行

い
ま
し
た
。
今
年
度

は
緊
急
性
の
高
い
第

２
保
育
所
の
耐
震
改

修
工
事
を
実
施
し
ま

す
。
※
補
足
有

　
学
童
保
育
室
は
、
藤

久
保
第
２
学
童
保
育

室
が
４
月
か
ら
オ
ー

プ
ン
し
ま
す
。
他
の

学
童
保
育
室
に
つ
い

て
も
分
室
化
を
進
め
、

小
規
模
保
育
の
環
境

の
あ
り
方
を
研
究
し

て
い
き
ま
す
。

　

フ
ァ
ミ
リ
ー
サ

ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
の

利
用
助
成
制
度
は
、

シ
ン
グ
ル
家
庭
の
負

担
軽
減
を
実
施
し
て

い
ま
す
が
、
緊
急
サ

　
地
域
で
生
活
す
る
障
が
い
者
の
生
活

支
援
に
関
す
る
相
談
支
援
事
業
は
、
富

士
見
市
と
共
同
で
入
間
東
部
福
祉
会
に

障
が
い
者
生
活
支
援
セ
ン
タ
ー
業
務
を

委
託
し
て
、
障
が
い
者
が
自
立
し
た
日

常
生
活
又
は
社
会
生
活
を
営
む
こ
と
が

で
き
る
よ
う
支
援
し
て
い
き
ま
す
。

　
手
話
通
訳
者
等
派
遣
事
業
は
、
富
士

見
市
社
会
福
祉
協
議
会
に
手
話
通
訳

者
の
派
遣
を
委
託
し
て
実
施
し
て
い

ま
す
が
、
新
た
に
タ
ブ
レ
ッ
ト
型
端
末

（iPad

）
を
導
入
し
、
手
話
通
訳
者
派

遣
事
務
所
と
役
場
窓
口
と
の
遠
隔
手
話

通
訳
を
可
能
と
し
、
聴
覚
障
が
い
者
の

情
報
保
障
を
よ
り
正
確
に
提
供
で
き
る

よ
う
に
し
ま
す
。

　
三
芳
太
陽
の
家
は
、
新
た
に
就
労
継

　
「
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
」
に
よ
り
様
々
な
協
働
モ
デ
ル
事
業

が
着
実
に
成
果
を
上
げ
協
働
の
輪
が
広

が
っ
て
き
て
い
ま
す
。

　
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
条
例
の
発
展
段

階
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る
自
治

基
本
条
例
に
つ
い
て
は
、「
自
治
基
本

条
例
策
定
町
民
会
議
」
等
を
設
置
し
て

更
な
る
住
民
参
加
を
進
め
、
条
文
検
討

等
の
策
定
段
階
に
入
っ
て
い
き
ま
す
。

″
生
き
た
〟
自
治
基
本
条
例
に
す
る
に

は
、
住
民
の
皆
さ
ん
が
自
分
た
ち
で
作

り
上
げ
る
こ
と
が
重
要
で
あ
り
、
策
定

過
程
に
時
間
を
か
け
合
意
形
成
を
大
切

に
し
ま
す
。

　
ま
た
、
第
４
次
総
合
振
興
計
画
の
見

直
し
に
つ
い
て
、
三
芳
町
総
合
振
興
計

画
審
議
会
を
開
催
し
て
、
第
５
次
総
合

振
興
計
画
と
し
て
継
承
し
て
い
く
の

　
公
正
な
職
務
の
遂
行
を
確
保
し
、
住

民
に
信
頼
さ
れ
る
町
政
を
確
立
す
る
た

め
の
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
条
例
（
法
令

遵
守
条
例
）
が
可
決
さ
れ
、
職
員
自
ら

が
町
政
の
課
題
を
捉
え
検
討
を
重
ね
、

町
独
自
の
も
の
を
策
定
し
ま
し
た
。
コ

ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
の
意
識
を
も
ち
職
務

に
精
励
し
、
住
民
福
祉
の
向
上
に
向
け

住
民
サ
ー
ビ
ス
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

　
政
策
研
究
と
人
材
育
成
を
目
的
に
設

置
し
た
政
策
研
究
所
に
つ
い
て
は
、
幅

広
い
教
養
と
研
究
能
力
を
高
め
政
策
を

充
実
さ
せ
る
た
め
に
、
外
部
講
師
に
よ

る
公
開
講
座
を
開
催
し
ま
す
。

　
「
課
長
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
」
は
、
さ
ら

に
充
実
さ
せ
、
住
民
の
皆
さ
ん
の
期
待

に
応
え
、
信
頼
さ
れ
る
三
芳
町
役
場
に

パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
の
ま
ち
づ
く
り

健
康
と
ぬ
く
も
り
の
ま
ち
づ
く
り

01

01

02

02

03

脱
「
財
政
硬
直
化
」
宣
言

に
よ
る
経
営
改
革

子
育
て
で

住
み
た
く
な
る
町
に

心
豊
か
に
い
き
い
き
と
安

心
し
て
暮
ら
せ
る
町
に

住
民
力
に
よ
る
新
た
な

協
働
の
展
開
へ

コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
と
使
命

感
に
よ
る
住
民
サ
ー
ビ
ス

か
、
そ
の
方
向
性
に
つ
い
て
も
協
議
し

て
い
き
ま
す
。

　
行
政
連
絡
区
は
、
町
の
重
要
な
協
働

パ
ー
ト
ナ
ー
で
あ
り
、
地
域
の
安
心
や

環
境
づ
く
り
を
担
っ
て
い
ま
す
。
し
か

し
近
年
、
行
政
区
へ
の
加
入
率
が
低
下

し
て
お
り
、
行
政
区
へ
の
加
入
促
進
に

向
け
た
対
策
研
究
や
広
報
活
動
強
化
を

進
め
て
い
き
ま
す
。

　
次
に
、
昨
年
度
か
ら
住
民
提
案
型
の

事
業
委
託
制
度
を
導
入
し
て
い
ま
す

が
、
今
年
度
は
、
行
政
サ
イ
ド
か
ら
、

委
託
可
能
な
事
業
や
協
働
可
能
な
事
業

を
提
案
す
る
行
政
提
案
型
の
事
業
も
実

施
し
ま
す
。

し
て
い
き
ま
す
。
ま
た
、
人
材
養
成
機

関
と
し
て
開
設
し
た
一
灯
塾
は
、
２
期

生
を
募
集
し
、
職
員
の
意
識
改
革
を
進

め
ま
す
。

　
機
構
改
革
で
は
、
政
策
秘
書
室
を
政

策
推
進
室
と
秘
書
広
報
室
に
分
け
、
政

策
立
案
機
能
の
充
実
と
情
報
発
信
力
を

高
め
て
い
き
ま
す
。

　
企
業
の
成
功
条
件
の
一
つ
に
「
社
員

の
ベ
ク
ト
ル
を
そ
ろ
え
る
」
が
あ
り
ま

す
。
職
員
が
情
熱
と
使
命
感
を
も
っ
て

心
を
一
つ
に
し
て
、
住
民
の
皆
さ
ん
の

た
め
、
使
命
感
を
も
っ
て
働
く
職
場
環

境
を
作
っ
て
い
き
ま
す
。
■

ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
埼
玉
を
利
用
さ
れ
た

場
合
も
助
成
の
対
象
と
し
ま
し
た
。

　
子
宮
頸
が
ん
・
ヒ
ブ
・
小
児
肺
炎
球

菌
ワ
ク
チ
ン
接
種
は
、
定
期
接
種
化
と

な
り
実
施
し
ま
す
。

　
小
児
二
次
救
急
医
療
体
制
は
、
川
越

市
に
あ
る
埼
玉
医
科
大
学
総
合
医
療
セ

ン
タ
ー
を
拠
点
病
院
制
と
し
て
実
施
し

て
お
り
、
イ
ム
ス
富
士
見
総
合
病
院
で

も
週
の
２
日
間
輪
番
制
で
受
け
入
れ
を

開
始
し
、
子
ど
も
の
安
全
・
安
心
な
生

活
確
保
の
た
め
引
き
続
き
支
援
し
ま

続
支
援
Ｂ
型
事
業
を
加
え
、
多
機
能
型

事
業
所
と
な
り
、
雇
用
契
約
に
基
づ
く

就
労
が
困
難
な
利
用
者
に
対
し
て
、
就

労
及
び
生
産
活
動
の
機
会
の
提
供
等
を

行
っ
て
い
き
ま
す
。

　
敬
老
祝
金
等
支
給
事
業
に
つ
い
て

は
、
高
齢
化
社
会
に
見
合
っ
た
対
象
年

齢
と
す
る
た
め
、
70
歳
を
支
給
対
象
か

ら
外
し
、
新
た
に
満
１
０
０
歳
の
人
を

支
給
対
象
と
し
ま
し
た
。

　
介
護
保
険
事
業
は
、
第
５
期
介
護
保

険
事
業
計
画
が
２
年
目
を
迎
え
て
い
ま

す
。
町
で
は
事
業
計
画
の
基
本
理
念
で

あ
る
「
地
域
の
み
ん
な
が
高
齢
者
と
と

も
に
暖
か
い
心
で
暮
ら
せ
る
ま
ち
」
の

実
現
に
向
け
、
介
護
保
険
事
業
、
高
齢

者
支
援
事
業
、
介
護
予
防
事
業
等
の
推

進
に
努
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　
介
護
予
防
事
業
と
し
て
地
域
の
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
が
中
心
と
な
っ
た
運
動
教
室

「
み
よ
し
い
も
っ
こ
体
操
」
は
、
高
齢

者
の
生
き
が
い
づ
く
り
や
、
引
き
こ
も

り
予
防
、
独
居
高
齢
者
等
の
見
守
り
と

な
る
事
業
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
認
知
症
者
の
増
加
に
伴
い
、
認
知
症

サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座
等
を
開
催
し
、

認
知
症
へ
の
理
解
を
深
め
て
い
た
だ
い

て
い
ま
す
。
今
後
も
、
高
齢
者
に
対
し

て
更
な
る
事
業
の
推
進
に
努
め
て
い
き

ま
す
。

　
住
民
の
健
康
づ
く
り
の
推
進
を
目
的

に
歯
及
び
口
腔
の
健
康
づ
く
り
等
に
関

す
る「（
仮
称
）健
康
づ
く
り
推
進
条
例
」

並
び
に
住
民
の
「
食
」
を
通
し
て
の
健

康
づ
く
り
の
た
め
の
「
第
２
次
食
育
推

進
計
画
」
を
策
定
し
ま
す
。

　
高
齢
者
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン
接
種
費

用
助
成
事
業
は
、
今
年
度
か
ら
年
齢
を

満
65
歳
以
上
の
希
望
者
と
し
て
５
歳
年

齢
を
引
き
下
げ
、
実
施
し
ま
す
。

　
地
域
医
療
の
充
実
に
向
け
、
三
芳
医

会
を
始
め
、
総
合
病
院
や
各
医
療
機
関

と
さ
ら
に
連
携
を
図
り
ま
す
。

　
国
民
健
康
保
険
事
業
の
財
政
運
営

は
、
一
般
会
計
か
ら
の
継
続
し
た
高
額

の
繰
入
れ
に
頼
ら
ざ
る
を
得
な
い
状
況

で
す
。
主
な
要
因
は
、
被
保
険
者
の
高

齢
化
及
び
医
療
技
術
の
高
度
化
に
よ
る

医
療
費
の
増
加
並
び
に
低
所
得
被
保
険

者
の
増
加
に
よ
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

昨
年
度
に
課
税
限
度
額
の
見
直
し
を

行
っ
た
も
の
の
非
常
に
厳
し
い
予
算
編

成
と
な
り
ま
し
た
。
住
民
の
生
命
と
健

康
に
対
し
、
安
心
し
て
医
療
が
受
け
ら

れ
る
運
営
に
努
力
し
て
い
き
ま
す
。
■

私 は、町長就任以来、住民の皆さまと共に住民力
が活きるまちづくりを目指してきました。協働

のまちづくりを始め、まちづくり懇話会、出前町長室、
地域経済活性化懇談会、みよし野菜ブランド化推進研
究会議、スマートＩＣフル化等促進会議など住民参加
によって、本町が抱えている課題の解決を進めていま
す。 厳しい社会情勢の中で、満足度の高い持続可能な

地域社会を築いていくには、地域を構成する多様な主
体の参画により、課題解決力を高めていくことが必要
だと考えます。
 先人達の足跡を辿り、歴史や過去の教訓に学べば、い
かなる困難や苦難であっても必ず乗りこえられると信
じています。その原動力は、未来を担う子ども達への
責任であり使命であり情熱だと考えます。

町の財政状況を分かりやすくした「三芳町の
財政白書」。町長に報告したときの様子。

昨年総合体育館で行われた「みよしいもっこ体操」

MIYOSHI 2MIYOSHI3

老
朽
化
し
た
施
設
の
統
廃
合
等
は
喫
緊

の
課
題
で
あ
り
、
広
く
住
民
の
皆
さ
ん

の
意
見
を
聞
き
な
が
ら
選
択
と
集
中
に

よ
る
経
営
改
革
を
思
い
切
っ
て
行
っ
て

い
き
ま
す
。

　
財
政
白
書
を
つ
く
ろ
う
会
に
よ
っ
て

完
成
し
た
「
三
芳
町
の
財
政
白
書
」
を

広
く
頒
布
し
、
町
の
財
政
状
況
の
見
え

る
化
を
図
り
、
理
解
を
深
め
て
い
き
ま

す
。



平成 25年度　施政方針
魅力あふれ、喜びいっぱい、幸せになれる町、みよし

　
小
中
学
校
施
設
耐
震
改
修
事
業
は
、

上
富
小
学
校
校
舎
及
び
屋
内
運
動
場
並

び
に
竹
間
沢
小
学
校
屋
内
運
動
場
の
耐

震
化
補
強
工
事
を
進
め
る
こ
と
で
学
校

施
設
耐
震
化
が
完
了
し
ま
す
。
※
補
足
有

　
小
中
学
校
施
設
管
理
事
業
は
、
エ
ア

コ
ン
設
置
に
向
け
て
各
学
校
の
空
調
の

　
東
日
本
大
震
災
を
経
て
、
行
政
区
、

消
防
団
、
学
校
等
で
構
成
す
る
地
域
防

災
検
討
委
員
会
を
設
置
し
、「
地
域
防

災
初
期
行
動
マ
ニ
ュ
ア
ル
」
を
作
成
し

ま
し
た
。
藤
久
保
小
学
校
エ
リ
ア
訓
練

を
継
続
し
つ
つ
、
他
地
域
へ
の
拡
大
を

進
め
、町
本
部
と
地
域
が
連
携
し
た「
総

合
防
災
訓
練
」
が
実
現
す
る
よ
う
、
計

画
的
か
つ
着
実
に
「
地
域
避
難
訓
練
」

や「
地
域
防
災
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
構
築
」

を
地
域
に
根
付
か
せ
て
い
き
ま
す
。

　
地
域
防
災
初
期
行
動
マ
ニ
ュ
ア
ル
を

迅
速
、
円
滑
に
実
行
す
る
た
め
、
ハ
ー

ド
面
の
整
備
拡
充
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

情
報
伝
達
機
能
の
拡
充
（
音
声
自
動
応

　
先
人
達
が
夢
を
描
き
、
営
み
を
重
ね

な
が
ら
、
歴
史
と
伝
統
を
受
け
継
ぎ
、

豊
か
な
自
然
と
文
化
の
薫
る
町
を
は
ぐ

く
ん
で
き
ま
し
た
。

　
私
達
は
、
人
と
人
と
の
絆
を
何
よ
り

も
大
切
に
し
、
い
き
い
き
と
し
た
三
芳

を
次
の
世
代
に
伝
え
て
い
か
な
く
て
は

な
り
ま
せ
ん
。
新
た
に
「
文
化
の
ま
ち

づ
く
り
」
を
発
展
さ
せ
る
懇
談
会
を
設

置
し
、
未
来
に
向
け
て
文
化
の
薫
る

活
気
に
満
ち
た
三

芳
町
創
造
の
た
め
、

調
査
・
研
究
を
行
っ

て
い
き
ま
す
。

　

図
書
館
は
、
豊

か
な
読
書
生
活
を

保
障
し
、
調
査
・

研
究
を
支
援
す
る

機
能
を
さ
ら
に
発

展
さ
せ
、「
地
域
の

情
報
拠
点
」
と
し

て
、
住
民
の
生
活

に
役
に
立
つ
図
書

豊
か
な
生
涯
学
習
を
は
ぐ
く
む
ま
ち
づ
く
り

み
ど
り
豊
か
で
安
心
の
ま
ち
づ
く
り

0101

02

安
心
で
子
ど
も
の
心
を

は
ぐ
く
む
町
に

防
災
・
減
災
の
ま
ち
づ
く
り

文
化
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り

～
生
き
が
い
と
自
己
実
現
の
町
に

答
サ
ー
ビ
ス
の
導
入
、
パ
ン
ザ
マ
ス
ト

増
設
）、
備
蓄
対
策
の
拡
充
（
防
災
倉

庫
の
増
設
、
オ
ス
ト
メ
イ
ト
ト
イ
レ
の

導
入
）、
災
害
対
策
本
部
通
信
機
能
の

確
保
（
移
動
系
防
災
無
線
車
載
器
の
交

換・修
繕
）
な
ど
の
充
実
を
図
り
ま
す
。

　
埼
玉
県
の
市
町
村
助
け
合
い
制
度
に

基
づ
く
支
援
パ
ー
ト
ナ
ー
で
あ
る
大
熊

町
に
対
し
て
も
保
健
師
を
派
遣
し
、
引

き
続
き
復
興
支
援
を
行
い
ま
す
。

　
防
災
の
要
、
入
間
東
部
地
区
消
防
組

合
本
部
新
庁
舎
は
、
８
月
に
オ
ー
プ
ン

予
定
で
す
。
２
署
体
制
に
し
、
現
場
活

動
体
制
を
強
化
し
ま
す
。
防
災
館
を
設

置
し
、
防
災
映
画
の
視
聴
や
消
火
器
訓

練
等
が
可
能
と
な
り
、
開
か
れ
た
消
防

署
を
目
指
し
、
防
災
意
識
の
高
揚
と
啓

発
を
図
り
ま
す
。

　
建
築
物
耐
震
改
修
促
進
計
画
に
基
づ

く
耐
震
化
助
成
を
推
進
し
ま
す
。
耐
震

化
率
を
高
め
る
こ
と
に
よ
り
、
住
民
の

生
命
と
財
産
を
守
っ
て
い
き
ま
す
。

　
現
在
推
進
中
の
２
地
区
（
北
松
原
地

区
、
藤
久
保
第
一
地
区
）
の
土
地
区
画

整
理
事
業
の
早
期
完
成
を
目
指
し
支
援

を
し
ま
す
。
し
か
し
、
財
政
的
な
負
担

も
大
き
く
、事
業
内
容
の
精
査
を
行
い
、

事
業
費
の
節
減
に
努
め
ま
す
。

　
平
成
25
年
２
月
に
富
士
塚
土
地
区
画

02
都
市
基
盤
整
備
と

安
全
な
生
活
道
路
整
備

　
水
道
事
業
は
、耐
震
化
事
業
を
進
め
、

既
に
配
水
池
及
び
着
水
井
・
浄
水
池
の

改
築
工
事
が
完
成
し
ま
し
た
。
本
町
の

シ
ン
ボ
ル
と
な
る
高
さ
30
ｍ
の
配
水
塔

も
、
完
成
し
ま
す
。
ま
た
、
上
下
水
道

課
の
事
務
を
浄
水
場
２
階
事
務
所
へ
と

移
転
し
、
災
害
発
生
時
に
お
い
て
、
迅

速
な
対
応
が
で
き
る
よ
う
に
し
ま
す
。

　
審
議
会
等
で
水
道
料
金
の
あ
り
方
等

　
首
都
近
郊
の
オ
ア
シ
ス
と
言
わ
れ

て
い
る
町
の
平
地
林
や
保
存
樹
木
は
、

年
々
減
少
の
一
途
を
た
ど
っ
て
い
ま

す
。
政
策
研
究
所
の
「
緑
の
保
全
」
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
の
政
策
提
言
を
受

け
て
、
緑
豊
か
な
自
然
環
境
を
残
す
た

め
に
可
能
な
施
策
を
随
時
実
施
し
て
い

き
ま
す
。
開
発
等
で
失
わ
れ
つ
つ
あ
る

本
町
の
緑
地
を
後
世
に
残
す
た
め
、
緑

地
保
全
制
度
や
、
さ
い
た
ま
緑
の
ト
ラ

ス
ト
な
ど
を
活
用
し
て
い
き
ま
す
。

　
公
園
施
設
整
備
事
業
と
し
て
、
生
態

系
に
配
慮
し
安
全
・
安
心
に
利
用
で
き

る
憩
い
の
場
の
自
然
の
森
・
総
合
ス

ポ
ー
ツ
公
園
、
ま
た
街
区
公
園
（
藤
久

保
第
一
土
地
区
画
整
理
事
業
よ
る
公

園
）
の
設
置
に
向
け
努
め
ま
す
。
■

03

04

安
全
で
安
定
し
た

水
の
供
給
に

公
園
の
整
備
と
緑
化
の
推
進

方
式
、
設
置
費
用
及
び
こ
れ
に
か
か
る

維
持
費
用
な
ど
の
基
礎
調
査
を
進
め
ま

し
た
。
今
年
度
は
中
学
校
３
校
に
つ
い

て
、
空
調
設
備
工
事
の
実
施
設
計
を
行

い
、整
備
に
向
け
て
準
備
を
進
め
ま
す
。

　
地
域
拠
点
施
設
整
備
事
業
は
、
地

域
拠
点
施
設(

学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
併

設)

の
実
施
設
計
を
進
め
、
平
成
27
年

度
稼
働
に
向
け
て
、
施
設
建
設
の
準
備

に
着
手
し
ま
す
。

　
中
学
校
海
外
派
遣
事
業
は
、
ア
ジ
ア

方
面
と
し
て
マ
レ
ー
シ
ア
へ
派
遣
し
、

昨
年
受
け
入
れ
て
く
れ
た
マ
レ
ー
シ

ア
・
サ
プ
ラ
・
ス
マ
ー
ト
校
の
親
善
訪

問
団
を
受
け
入
れ
、
友
好
と
国
際
理
解

を
深
め
ま
す
。

館
を
目
指
し
ま
す
。
さ
ら
に
、
図
書
館

シ
ス
テ
ム
の
入
替
に
伴
い
、
資
料
の
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
予
約
を
開
始
し
サ
ー
ビ

ス
の
向
上
を
図
り
ま
す
。
ま
た
、
図
書

館
と
学
校
と
の
連
携
に
よ
り
、「
小
学

生
向
け
お
す
す
め
本
」
リ
ス
ト
を
作
成

し
、
児
童
の
読
書
活
動
を
推
進
し
て
い

き
ま
す
。

　
生
涯
学
習
活
動
促
進
事
業
は
、
少
子

化
や
核
家
族
化
、
地
域
の
人
間
関
係
の

希
薄
化
な
ど
青
少
年
を
取
り
巻
く
環
境

が
年
々
厳
し
さ
を
増
し
て
い
る
こ
と
か

ら
子
ど
も
の
知
的
好
奇
心
を
刺
激
し
学

び
の
機
会
を
提
供
す
る
「
子
ど
も
大
学

み
よ
し
」
を
開
設
し
ま
す
。
ま
た
、
大

学
・
企
業
・
地
域
活
動
団
体
な
ど
、
町

内
の
様
々
な
学
習
素
材
を
活
用
し
た
学

習
活
動
を
核
と
し
、
元
気
な
地
域
を
創

造
す
る
子
ど
も
を
育

て
て
い
き
ま
す
。

　
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
活

動
促
進
事
業
は
、「
小

学
生
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル

教
室
」
が
好
評
を
博
し

た
こ
と
か
ら
、
青
少
年

ス
ポ
ー
ツ
の
振
興
を

目
的
に
、
地
元
企
業

チ
ー
ム
、
地
元
大
学
、

体
育
施
設
の
指
定
管

理
者
と
連
携
を
図
り
、

教
室
を
開
催
し
、
ジ
ュ

ニ
ア
チ
ー
ム
の
結
成

を
目
指
し
ま
す
。
さ
ら
に
、
ス
ポ
ー
ツ

推
進
委
員
と
の
協
働
に
よ
り
、
健
康
増

進
を
目
的
と
し
た
誰
で
も
参
加
し
や
す

い
ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興
に
も
努
め

ま
す
。

　
文
化
財
保
護
事
業
は
、
埋
蔵
文
化
財

の
保
護
と
調
査
、
郷
土
芸
能
な
ど
の
無

形
の
文
化
財
の
保
護
と
継
承
、
建
築
物

な
ど
の
保
護
と
活
用
、
古
文
書
の
保
存

と
内
容
の
記
録
な
ど
を
引
き
続
き
実
施

し
、
三
富
新
田
地
割
の
景
観
の
保
全
と

活
用
、
車
人
形
の
保
護
と
普
及
な
ど
他

市
町
村
に
な
い
特
有
の
文
化
財
を
保
護

し
、
町
の
文
化
的
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
を

図
り
ま
す
。　

　
旧
島
田
家
住
宅
事
業
は
、
三
富
開
拓

地
割
遺
跡
の
普
及
啓
発
と
ビ
ジ
タ
ー
セ

ン
タ
ー
と
し
て
、
さ
つ
ま
い
も
の
苗
床

な
ど
の
生
態
展
示
や
年
中
行
事
の
再
現

等
直
接
触
れ
て
感
じ
る
活
動
を
通
じ

て
、
本
町
の
歴
史
や
文
化
、
季
節
の
営

み
を
紹
介
し
て
い
き
ま
す
。
■

整
理
事
業
の
組
合
が
認
可
さ
れ
ま
し

た
。
鶴
瀬
駅
か
ら
国
道
２
５
４
号
線
ま

で
の
鶴
瀬
駅
西
通
り
線
の
全
幅
員
で
の

開
通
を
、
最
優
先
課
題
と
し
て
整
備
を

進
め
て
い
き
ま
す
。
こ
の
事
業
の
実
施

に
よ
り
、
空
洞
化
し
て
い
る
地
区
の
都

市
基
盤
の
強
化
と
町
の
中
心
部
に
相
応

し
い
潤
い
あ
る
魅
力
的
な
ま
ち
づ
く
り

を
図
り
ま
す
。

　
安
全
な
生
活
道
路
整
備
は
、
交
通
量

の
増
大
に
伴
い
、
住
民
の
交
通
安
全
確

保
の
た
め
、
道
路
危
険
箇
所
に
道
路
反

射
鏡
、
道
路
区
画
線
標
示
、
道
路
照
明

灯
等
の
交
通
安
全
施
設
の
整
備
を
順
次

施
工
し
ま
す
。

　
防
犯
灯
設
置
管
理
事
業
は
、
増
加
傾

向
の
犯
罪
を
未
然
に
防
止
し
、
通
行
の

安
全
を
確
保
す
る
た
め
、
防
犯
灯
の
整

備
を
進
め
ま
す
。蛍
光
灯
か
ら
省
エ
ネ
、

省
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
で
環
境
に
や
さ
し
い

LED

灯
へ
の
移
行
を
進
め
て
、
安
全

な
地
域
環
境
の
整
備
を
行
い
ま
す
。

　
道
路
事
業
は
、国
道
交
差
点
拡
幅（
埼

玉
県
委
託
）
事
業
に
お
い
て
、
藤
久
保

交
差
点
の
交
通
渋
滞
の
解
消
及
び
歩
行

者
の
安
全
を
図
る
た
め
、
藤
久
保
交
差

点
の
右
折
禁
止
の
解
除
を
進
め
ま
す
。

　
道
路
舗
装
の
老
朽
化
・
劣
化
状
態
の

調
査
を
し
、
長
期
的
な
修
繕
計
画
を
策

定
す
る
た
め
の
業
務
委
託
お
よ
び
、
道

路
橋
の
長
寿
命
化
を
実
現
さ
せ
る
た
め

の
橋
梁
点
検
業
務
委
託
及
び
橋
梁
台
帳

作
成
業
務
委
託
を
行
い
ま
す
。
※
補
足
有

そ
し
て
定
期
的
な
点
検
に
よ
り
、
損
傷

の
早
期
発
見
と
早
期
対
策
を
進
め
ま

す
。
な
お
、
新
た
な
公
共
交
通
の
導

入
に
つ
い
て
は
、
政
策
研
究
所
の
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
で
、
３
年
間
研
究
を

し
た
政
策
提
言
を
受
け
て
、
平
成
26
年

度
に
は
試
行
的
な
導
入
を
図
り
ま
す
。

昨年、町内中学生のうち 15人が 7月 29日から８月３日までマレーシアに国際理解教
育の一環として、中学生海外派遣を実施

町が誇る文化芸能「竹間沢車人形」

昨年行われた藤久保小学校エリア避難訓
練と初期行動マニュアル概要

緑が豊かなみよしを後世に
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子どもたちに豊かな読書生活を提供

に
つ
い
て
審
議
を
い
た
だ
き
ま
す
が
、

答
申
を
受
け
て
水
道
事
業
の
健
全
運
営

に
反
映
し
て
い
き
ま
す
。

　
下
水
道
事
業
は
、
雨
水
対
策
と
し
ま

し
て
、
５
か
年
計
画
で
進
め
て
き
た
藤

久
保
第
２
区
地
内
の
雨
水
対
策
事
業
が

最
終
年
度
と
な
り
ま
す
。

　
公
共
下
水
道
事
業
は
、
本
管
敷
設
事

業
と
し
て
、
北
永
井
・
竹
間
沢
地
内
を

整
備
し
、
第
一
中
継
ポ
ン
プ
場
の
防
水

塗
装
工
事
、
竹
間
沢
東
地
区
の
本
管
カ

メ
ラ
調
査
及
び
修
繕
工
事
を
行
っ
て
い

き
ま
す
。
そ
の
他
、
町
内
の
マ
ン
ホ
ー

ル
蓋
の
取
替
工
事
及
び
本
管
内
の
清
掃

を
適
時
行
い
ま
す
。



平成 25年度　施政方針
魅力あふれ、喜びいっぱい、幸せになれる町、みよし

環
境
と
調
和
し
た
活
気
あ
ふ
れ
る
ま
ち
づ
く
り

　
東
日
本
大
震
災
に
よ
る
福
島
第
一
原

子
力
発
電
所
の
事
故
か
ら
２
年
に
な
り

ま
す
が
、
い
ま
だ
放
射
線
の
影
響
に
対

し
て
、
住
民
の
皆
さ
ん
に
は
不
安
が

残
っ
て
い
ま
す
。

　
消
費
者
の
食
品
等
へ
の
安
全
・
安
心

を
確
保
す
る
た
め
、
消
費
者
庁
か
ら
貸

与
を
受
け
て
い
る
測
定
機
器
で
、
町
内

で
消
費
さ
れ
る
食
品
や
飲
料
水
、
自
家

消
費
を
目
的
に
生
産
栽
培
し
た
農
産
物

な
ど
の
検
査
を
実
施
し
ま
す
。

　
町
内
の
家
庭
や
事
業
所
に
「
緑
の

カ
ー
テ
ン
」
を
普
及
さ
せ
る
こ
と
に
よ

り
、
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
推
進
と
、
人
と

環
境
に
や
さ
し
い
快
適
な
生
活
環
境
の

実
現
を
目
指
し
ま
す
。
ま
た
、
環
境
に

や
さ
し
い
エ
ネ
ル
ギ
ー
で
あ
る
太
陽
光

発
電
シ
ス
テ
ム
設
置
者
に
対
し
、
補
助

金
事
業
を
実
施
し
ま
す
。

　
ふ
じ
み
野
市
と
の
共
同
に
よ
る
広
域

ご
み
処
理
施
設（
仮
称
）ふ
じ
み
野
市・

三
芳
町
環
境
セ
ン
タ
ー
建
設
事
業
に
つ

い
て
は
、
ふ
じ
み
野
市
駒
林
地
域
を
建

設
地
と
し
て
、
平
成
28
年
度
の
稼
働
に

向
け
、
設
計
及
び
建
設
工
事
が
開
始
さ

れ
ま
す
。　

　
ま
た
、
焼
却
炉
施
設
の
余
熱
を
利
用

し
た
余
熱
利
用
施
設（
温
浴
施
設
）は
、

新
た
な
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
施
設
と
し
て
も

～
シ
テ
ィ
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
に
よ
る

「
地
域
イ
メ
ー
ジ
の
ブ
ラ
ン
ド
化
」
～

01

02

安
全
・
安
心
で

ク
リ
ー
ン
な
環
境
を

未
来
の
子
ど
も
た
ち
に

魅
力
あ
ふ
れ

喜
び
い
っ
ぱ
い

幸
せ
に
な
れ
る
町

期
待
さ
れ
、
平
成
26
年
６
月
の
供
用
開

始
を
目
途
に
住
民
の
皆
さ
ん
の
利
用
し

や
す
い
施
設
づ
く
り
に
努
め
ま
す
。

　
町
の
住
み
よ
い
生
活
環
境
を
守
り
、

次
の
世
代
に
引
き
継
い
で
い
く
こ
と

は
、私
達
の
責
任
で
あ
る
と
考
え
ま
す
。

町
で
は
、
ク
リ
ー
ン
活
動
や
地
域
で
の

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
が
積
極
的
に
行
わ

れ
て
い
ま
す
が
、
一
方
で
、
道
路
や
公

園
な
ど
へ
の
タ
バ
コ
の
吸
殻
や
ご
み
の

ポ
イ
捨
て
、
路
上
喫
煙
な
ど
、
公
共
の

場
を
利
用
す
る
人
の
モ
ラ
ル
の
低
下
を

指
摘
す
る
声
も
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

こ
う
し
た
状
況
を
踏
ま
え
、
住
民
の
皆

さ
ん
の
協
力
で
町
を
き
れ
い
に
す
る
仕

組
み
づ
く
り
が
必
要
で
あ
る
と
考
え
、

き
れ
い
な
町
づ
く
り
に
関
す
る
条
例
制

定
に
つ
い
て
検
討
し
ま
す
。

　
消
費
生
活
の
ト
ラ
ブ
ル
に
対
応
す
る

選
任
相
談
員
の
消
費
生
活
相
談
日
を
週

３
日
に
拡
充
し
、
消
費
者
が
安
心
し
て

消
費
生
活
が
営
め
る
よ
う
知
識
や
情
報

を
提
供
で
き
る
相
談
業
務
を
実
施
し
ま

す
。

　
町
は
首
都
圏
か
ら
約
30
㎞
以
内
に
位

置
し
、
交
通
ア
ク
セ
ス
の
良
さ
か
ら
、

気
軽
に
日
常
生
活
と
は
違
う
体
験
や
活

私
が
就
任
し
て
２
年
が
経
過
し

ま
し
た
。
い
わ
ば
こ
の
２
年

間
は
、
改
革
に
向
け
て
の
種
蒔
き
の
時

期
で
し
た
。
今
年
度
は
、
蒔
い
た
種
の

芽
を
育
て
大
き
く
成
長
さ
せ
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

「
良
樹
細
根
」

　
こ
の
言
葉
は
、
20
年
近
く
前
に
イ
エ

ロ
ー
ハ
ッ
ト
の
創
業
者
鍵
山
秀
三
郎
氏

か
ら
講
演
の
際
に
色
紙
で
い
た
だ
い
た

言
葉
で
す
。
そ
の
時
、
こ
れ
と
対
と
な

る
色
紙
を
も
う
一
枚
い
た
だ
き
ま
し

た
。

「
力
耕
せ
ば
吾

を
欺
か
ず
」

　
と
い
う
言
葉
で
す
。
力
を
入
れ
て
畑

を
耕
せ
ば
、
秋
の
実
り
は
耕
作
し
た
人

を
欺
か
な
い
。
努
力
す
れ
ば
夢
は
叶
え

ら
れ
る
と
い
う
意
味
で
す
。

　
良
い
樹
木
は
、
根
が
深
く
広
く
張
っ

て
い
ま
す
。
根
が
深
く
広
く
張
る
た
め

に
は
、
額
に
汗
し
て
力
を
入
れ
て
耕
作

す
る
こ
と
が
大
切
だ
と
い
う
こ
と
で

す
。

　
厳
し
い
経
済
状
況
の
中
で
、
自
治
体

を
取
り
巻
く
環
境
は
大
変
厳
し
い
も
の

が
あ
り
ま
す
。
こ
う
し
た
状
況
を
克
服

す
る
よ
う
な
決
定
打
、
逆
転
満
塁
ホ
ー

ム
ラ
ン
は
な
い
と
言
っ
て
も
過
言
で
は

な
い
で
し
ょ
う
。
各
自
治
体
と
も
地
域

間
競
争
に
勝
ち
抜
く
た
め
に
、
必
死
に

な
っ
て
知
恵
を
絞
り
、
身
を
削
り
、
汗

を
流
し
て
い
ま
す
。

　
一
人
ひ
と
り
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場

で
使
命
感
を
も
っ
て
額
に
汗
し
て
鍬
を

振
る
う
。
多
く
の
住
民
の
皆
さ
ま
と
共

に
「
三
芳
町
」
を
支
え
る
こ
と
に
よ
っ

て
、
ま
た
、
支
え
て
い
た
だ
く
こ
と
に

よ
っ
て
「
三
芳
町
」
は
良
樹
と
な
っ
て

天
高
く
伸
び
て
い
く
も
の
と
信
じ
て
い

ま
す
。

　
一
日
一
日
に
、
一
つ
ひ
と
つ
の
施
策

の
積
み
重
ね
に
「
三

芳
町
」
の
命
運
が
か

か
っ
て
い
る
と
肝
に

銘
じ
、
大
勢
の
皆
さ

ま
方
の
声
を
真
摯
に

受
け
止
め
、
町
政
発

展
の
た
め
に
尽
力
し

て
ま
い
り
ま
す
。　

三芳町長

林 伊佐雄

―
　
む
す
び
に
　
―

動
が
出
来
る
潜
在
能
力
が
高
い
地
域
で

す
。
ま
た
、
町
に
は
平
地
林
や
盛
ん
な

農
業
、
歴
史
や
文
化
な
ど
魅
力
あ
る
資

源
が
多
く
存
在
し
ま
す
。
こ
れ
ら
の
観

光
資
源
を
発
掘
・
活
用
し
「
住
ん
で
よ

し
訪
れ
て
よ
し
」
の
町
を
目
指
し
て
い

き
ま
す
。

　
次
に
町
の
魅
力
を
創
造
し
、
そ
れ
を

地
域
の
内
外
へ
と
広
め
「
地
域
イ
メ
ー

ジ
を
ブ
ラ
ン
ド
化
」
す
る
シ
テ
ィ
プ
ロ

モ
ー
シ
ョ
ン
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま

す
。
し
か
し
、
そ
の
活
動
を
中
小
規
模

の
地
方
自
治
体
が
単
独
で
実
施
し
て
い

く
に
は
限
界
が
あ
り
ま
す
。
そ
こ
で
、

「
シ
テ
ィ
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
」
に
取
組

も
う
と
す
る
自
治
体
、
そ
れ
を
後
方
支

援
し
て
い
く
民
間
企
業
等
と
連
携
し
て

本
町
の
魅
力
を
発
信
し
て
い
き
ま
す
。

　
観
光
推
進
事
業
は
、
新
た
に
着
地
型

観
光
に
取
り
組
み
ま
す
。
住
民
の
皆
さ

ん
を
始
め
都
市
部
か
ら
の
日
帰
り
旅
行

者
等
を
対
象
に
、三
芳
の
「
花
め
ぐ
り
」

や
「
食
文
化
体
験
」
な
ど
三
芳
の
文
化

や
歴
史
や
農
を
通
し
て
、
地
域
を
活
性

化
し
て
い
き
ま
す
。

　
ま
た
、三
富
新
田
で
の
世
界
一
の「
い

も
掘
り
ま
つ
り
」
を
開
催
し
、「
日
本

の
里
１
０
０
選
」
に
選
ば
れ
た
三
富
新

田
や
「
三
芳
町
」
の
野
菜
を
広
く
Ｐ
Ｒ

し
て
い
き
ま
す
。

　
次
に
農
商
工
連
携
６
次
産
業
チ
ャ
レ

ン
ジ
支

援
事
業

で
は
、

町
の
農

産
物
を

活
用
し

た
加
工

品
の
研
究
開
発
や
新
た
な
ビ
ジ
ネ
ス
の

展
開
な
ど
６
次
産
業
化
を
支
援
し
、
み

よ
し
野
菜
ブ
ラ
ン
ド
化
推
進
支
援
事
業

で
は
、
三
芳
野
菜
の
イ
メ
ー
ジ
戦
略
を

進
め
、産
地
間
競
争
に
勝
ち
抜
け
る「
農

業
の
町
・
三
芳
」
を
目
指
し
ま
す
。

　
地
域
経
済
活
性
化
懇
談
会
で
は
、
農

商
工
連
携
の
活
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り
を

目
指
し
て
研
究
を
行
っ
て
お
り
、
政
策

提
言
を
も
と
に
地
域
経
済
の
活
性
化
を

進
め
て
い
き
ま
す
。

　
ス
マ
ー
ト
Ｉ
Ｃ
の
東
京
方
面
開
設

は
、
ま
ち
づ
く
り
懇
話
会
、
地
域
説
明

会
を
開
催
し
、
広
く
意
見
を
聞
い
て
き

ま
し
た
。
ス
マ
ー
ト
Ｉ
Ｃ
の
整
備
効
果

に
は
、
利
便
性
の
向
上
、
産
業
の
活
性

化
、
観
光
促
進
、
ま
た
東
日
本
大
震
災

を
受
け
て
災
害
時
の
支
援
物
資
の
搬
送

や
救
急
搬
送
な
ど
で
も
着
目
さ
れ
て
い

ま
す
。

　
次
に
、
ス
マ
ー
ト
Ｉ
Ｃ
フ
ル
化
等
の

方
向
性
を
決
め
る
判
断
材
料
と
す
る
た

め
、
計
画
調
査
及
び
交
差
点
交
通
量
調

査
、
ま
た
、
町
全
体
の
交
通
政
策
の
方

向
性
を
示
す
「
交
通
ビ
ジ
ョ
ン
」
の
作

成
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。
さ
ら
に
住
民

意
向
を
把
握
す
る
た
め
、
ア
ン
ケ
ー
ト

調
査
を
実
施
し
、
合
意
形
成
を
図
っ
て

い
き
ま
す
。
■

5 月に行われるごみゼロ運動

「みよし野菜」のロゴ。
詳細はＰ 10に掲載

こぶしの里を舞うホタル 上富小学校から三富新田をのぞむ日本の里 100選に選ばれた三富新田で行われた
「いも掘りまつり」。子どもから大人まで楽しんだ。

緑が豊かで、きれいな水があるこぶしの里には夏が近づくとホタルが舞う。夏休みには家族でザリガニ釣りをする姿が。
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※
補
足
…
こ
の
事
業
は
、
国
の
経
済
対
策
を
踏

ま
え
、
事
業
の
一
部
を
前
倒
し
し
て
、
平
成
24

年
度
補
正
予
算
で
対
応
し
て
い
ま
す
。
平
成
25

年
度
当
初
予
算
と
併
せ
て
円
滑
な
執
行
を
図
り

事
業
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

★
全
文
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。



豊かな知性と感性を
はぐくむ三芳教育
～生きる力をはぐくみ
ぬくもりのある豊かな地域社会を拓く～

平成25年度教育行政重点施策

教育だより
問い合わせ
教育総務課　内線533

　
近
年
で
は
、
国
際
化
や
高
度
情
報
化
、

少
子
高
齢
化
や
核
家
族
化
の
進
行
と
と
も

に
、
教
育
を
取
り
巻
く
社
会
の
状
況
は
大

き
く
変
化
し
て
い
ま
す
。

　
こ
う
し
た
社
会
の
変
化
に
対
応
で
き
る

知
性
と
感
性
を
備
え
た
人
材
を
育
成
し
て

い
く
た
め
に
は
、
教
育
基
本
法
の
「
生
き

る
力
」
と
い
う
理
念
の
も
と
、「
確
か
な

学
力
」「
豊
か
な
人
間
性
」「
健
や
か
な
身

体
」
の
調
和
の
と
れ
た
教
育
を
推
進
し
て

い
く
こ
と
が
重
要
で
す
。

　
学
校
・
家
庭
・
地
域
社
会
が
教
育
力
を

高
め
、
す
べ
て
の
住
民
が
生
涯
を
通
じ
て

学
び
続
け
る
こ
と
が
で
き
る
環
境
を
作

り
、
健
康
保
持
や
体
力
づ
く
り
を
推
進
し

ま
す
。
ま
た
、
み
ど
り
豊
か
な
自
然
や
伝

統
文
化
、
ふ
る
さ
と
三
芳
に
誇
り
と
愛
着

を
持
ち
、
住
民
参
加
の
協
働
で
活
力
あ
る

ま
ち
づ
く
り
を
推
進
し
ま
す
。

　
三
芳
町
教
育
委
員
会
で
は
、
町
の
第
４

次
総
合
振
興
計
画
で
掲
げ
る
教
育
分
野
の

方
針
「
豊
か
な
生
涯
学
習
を
育
む
ま
ち
づ

く
り
」
や
、教
育
基
本
法
の
「
生
き
る
力
」

と
い
う
理
念
を
踏
ま
え
た
三
芳
町
教
育
振

興
基
本
計
画
（
平
成
24
年
度
～
平
成
27
年

度
）を
策
定
し
推
進
中
で
す
。
本
年
度
は
、

実
施
２
年
目
に
あ
た
り
、
こ
の
計
画
を
実

効
性
あ
る
も
の
と
す
る
た
め
、
重
点
的
に

実
施
す
る
計
画
の
基
本
目
標
と
施
策
を
定

め
、「
三
芳
町
教
育
行
政
重
点
施
策
」
と

し
て
毎
年
策
定
し
、
推
進
し
ま
す
。

確かな学力と
自立する力の育成

豊かな心と
健やかな体の育成

質の高い
教育体制の確立

家庭・地域の
教育力の向上重点施策

各学習状況調査等を分析し結果を活用
し、小・中学校９年間を通して子ども
たちが主体的に学び、学習意欲を向上
させる取り組みを展開し、「確かな学
力」を育成します。ノーマライゼーショ
ンの理念に基づく教育や、発達障害な
どの特別な支援を要する児童生徒の教
育を推進します。さらにＩＣＴの活用
や国際性をはぐくむ教育、伝統文化を
尊重する教育、小中学校間の円滑な接
続を図る小中一貫教育を推進します。

学校施設・設備の整備・充実を図り、
関係諸機関とが協力し、登下校の見守
りや、緊急時の安全確保に努めます。
食の安全を第一に考え、衛生管理を徹
底します。食育を推進し、三芳町産の
食材を給食に積極的に取り入れます。
「学校応援団」の充実や PTA活動など
との連携を推進し、地域や家庭による
学校支援の取り組みを促進します。

( 主な施策の説明 )

( 主な施策の説明 )

( 主な施策の説明 ) ( 主な施策の説明 ) ( 主な施策の説明 )

( 主な施策の説明 )

( 主な施策の説明 ) ( 主な施策の説明 )

未来を切り拓き社会の変化に主体的に対
応できる知性を高め、心身ともに健康で
感性豊かな心と創造性をはぐくみ、志を
持ったたくましい人間を育成します。

すべての住民が、みどり豊かな「ふるさ
と三芳」に誇りと愛着を持ち、豊かな人
生を送るために生涯にわたって主体的に
学び、その成果を生かすことができる活
力ある生涯学習社会をつくります。

スポーツ施設の整備を進め、体育施設
の利便性の向上を図ります。青少年の
スポーツを推進するとともに、ニュー
スポーツの普及を進めます。また、ス
ポーツ指導者の支援を進め、関係機関
や団体と連携を図り、学校や地域のス
ポーツ活動の支援を行います。

学習活動を推進し、社会教育施設の整
備と学習支援のための連携を進め、今
日的課題に対応する学習プログラムを
充実していきます。地域拠点施設の建
設、芸術文化のまちづくりに向けた諸
準備、地域・学校等と連携した人権教
育を進めていきます。また、図書資料
の整備充実を図り、児童に対する積極
的なサービスを展開します。

文化財は貴重なふるさとの財産です。
文化財を保護するためには、住民が文
化財の価値を正しく認識し、文化財に
親しみ、郷土を誇りに思う心をはぐく
むことが重要です。資料館や旧島田家
の日常活動を通じ、その成果をわかり
やすく公表します。車人形や各地区囃
子（はやし）などの郷土芸能の発表機
会の確保と後継者育成を支援します。

地域の青少年が、生き生きと豊かに成
長していくことを願い、家庭の教育力
の向上を図っていくため、情報の提供
や、各種事業を実施していきます。
また、青少年を安全に見守り、子育て
を地域が支えていけるような環境を
作っていくために、地域との連携を進
め、青少年団体等の活動促進と支援を
行います。

人権を尊重し、豊かな心を育てるため、
道徳教育を充実するとともに、体験活
動を推進し、積極的な生徒指導体制や
教育相談活動を充実させ、いじめを許
さない学校づくりを推進します。地域
ボランティアや関係諸機関との連携を
深め、人材活用に努めます。同時に、
健康教育を推進し、保健 ･体育の授業
の充実や栄養教諭による食育巡回指導
を推進することで、心と体のバランス
のとれた児童生徒を育成します。

人事評価制度を充実し、教職員の人事
管理や資質・能力の向上に取り組みま
す。
人的環境の整備、教材・教具の整備、
学校図書館の整備を推進し、就学援助
についての支援体制を充実させること
で、学習環境の整備充実を図ります。
また、地域に開かれた特色ある学校づ
くりを目指し、学校をより開かれたも
のにするとともに、町全体で教育に取
り組む機運を高めます。

１　確かな学力の育成
２　�伝統文化の尊重と国際性をはぐくむ
教育の推進

３　特別支援教育の推進
４　進路指導・キャリア教育の推進
５　新しい時代に対応する教育の推進

１　学校施設・設備の整備拡充
２　子どもたちの安心・安全の確保
３　学校給食の充実
４　�地域ぐるみで学校を支援する体制の
整備

基本方針１　(01～ 04)
未来を拓く学びの力

基本方針2　(01 ～ 04）
生き生きと輝く学びの場

１　スポーツ推進と健康増進
２　スポーツ施設の整備充実
３　スポーツ指導者の養成と団体支援
　　スポーツ指導者の養成と支援
　　スポーツ団体の支援と育成

１　生涯学習・社会教育の充実
２　人権教育の推進
３　公民館活動の充実
４　図書館サービスの充実
５　芸術文化の提供と創造

１　文化財保護の推進
２　遺跡の保護と調査研究の推進
３　文化財の活用と郷土学習の推進
４　資料館活動の充実
　　郷土芸能の保護・育成

１　家庭教育・子育て支援
　　家庭教育学級活動の推進など
２　�地域の教育力の充実と子どもの居場
所づくり

３　青少年教育と健全育成の推進

１　人権を尊重する教育の推進
２　豊かな心をはぐくむ教育の推進
３　体験活動の推進�
４　教育相談・生徒指導の充実
５　�体力の向上と学校体育・健康教育の
充実

１　教職員の資質・能力の向上
　　教職員研修の充実など
２　学習環境の整備充実
　　学校図書館の整備、就学援助など
３　地域に開かれた特色ある学校づくり
　　「学校応援団」の充実など

（写真）①三芳小学校で行われたアウトリーチ活
動②竹間沢小学校のさつまいも苗付け③唐沢小
学校、落ち葉掃き④栄養教諭による食育の授業
⑤大崎OSOL の選手、OBを交えたハンドボー
ル教室⑥小学校連合運動会⑦竹間沢マンスリー
スクゥエアー⑧子どもから本を。ブックスター
トプラス⑨町が誇る郷土芸能「竹間沢車人形」

01 02 03

01安心・安全な
教育環境の整備

生涯学習の振興と
社会教育の充実 生涯スポーツの推進 文化財の保護と

郷土学習の推進

04

02 03 04

1 ２ ３

４ ５ ６

７ ８ ９
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　日ごろから、消防行政の推進に深いご理解とご協力を賜り感謝
申し上げます。
　この度、入間東部地区消防組合管理者に就任いたしました。
　25 万人をこえる入間東部地区の皆様の生命財産の安全を最優
先し、社会情勢の変化に対応した信頼される消防体制を確立すべ
く、最善の努力をする決意でございます。
　これからも温かいご支援とご協力を賜りますよう心からお願い
申し上げます。

みんなの消防
 ▼　管理者就任あいさつ

 ▼　火災・救急・救助等の出場状況　平成 24 年中 (1 月～ 12 月 )

　住宅火災の多くは、火の取り扱いの不注意が原因です。昨年の
三芳町・富士見市・ふじみ野市での火災の件数は 57 件です。平
成 23 年に比べて 11 件減少していまが２人の尊い命と、多くの
財産が失われています。
　救急車の出動件数は１万 187 件で、平成 23 年に比べ 531 件
増加し、１万件を超えてしまいました。
　医療機関に搬送されたうち、半数以上が軽症と診断されました。
救急車の適正な利用をお願いします。

入 間 東 部 地 区 消 防 組 合（ 三 芳 町・ 富 士 見 市・ ふ じ み 野 市 ）
〒 356-0052　ふじみ野市苗間 1-13-28 ☎ 261-6000( 代 )　 261-4395

http://www.irumatohbu119.jp/　 : shobo@irumatohbu119.jp( 代 )
火災の問い合わせ　☎ 049(263)0119（音声案内）

救急病院の御案内　☎ 049(261)6000（休日・夜間）

■
　
火
災
の
芽
　
摘
ん
で
広
げ
る
　
防
火
の
輪
（
入
間
東
部
地
区
消
防
組
合
　
防
火
標
語
）

■
　
消
す
ま
で
は
　
出
な
い
行
か
な
い
　
離
れ
な
い
（
全
国
統
一
防
火
標
語
）

副管理者
（三芳町長）
林　伊佐雄

管理者
（富士見市長）

星野　信吾

副管理者
( ふじみ野市長 )

高畑　博

・ 救急支援活動…救急隊の活動を消防隊が支援活動し、
傷病者をより安全に救急車に収容するための出動。

・ 警戒出動…ガソリンの流出など、危険物除去や、ガス
漏れによる報知器の鳴動による出動。

・ 調査…異臭や焚き火の放置などのうち、人的被害や危
険性の少なかった物に対する出動。

・その他…誤報

▲  

全国救急隊員シンポジウム

 ▼　活動報告

１月 24 日に、岡山市で開催された
第 21 回全国救急隊員シンポジウム
で、当消防組合・吉澤紀子救急救命
士が「女性救急隊員から見る救急活
動の現状と課題」と題して、全国各
地から来場した医師や看護師・消防
関係者にむけ、救急医療の向上を目
的とした発表が行われました。

件名 件数
建物火災 33
車両火災 10
その他 14
合計 57

件名 件数
急病 6,332

一般負傷 1,420
交通 1,049

その他 1,386
合計 10,187

件名 件数
火災 17

交通事故 8
建物事故 8
機械事故 1

水難 1
その他 8
合計 43

件名 件数
救急支援

活動 724

警戒出動 136
調査 82

その他 33
合計 975

放     火……16 件
コ ン ロ……  7 件
タバコ等…… 5 件
電気装置…… 5 件
ストーブ…… 3 件

- 主な出火原因 -救　急救　助 警戒救急支援等 火　災

消防救助技術指導会

現在、救急隊長として活躍する
吉澤救急救命士（写真中央）

問　入間東部消防組合総務課　☎ 261-6004

５月15日㈬ ９：０0 ～日時：

見学自由お知
らせ

場所：富士見消防署
内容： 救助技術の正確さ・迅速さを競う、埼玉

県第２ブロック消防救助技術指導会を開
催します。

臨時駐車場として富士見市民文化会館・キラリふじ
みの駐車場を用意しましたが、数に限りがあるため
車でのお越しはなるべくご遠慮ください。
住民の皆さんからの応援をお待ちしています。

▲  

春の火災予防運動を実施 (3月 1～ 7日 )
春先は風の強い日が多く、火災が発
生しやすい時季です。消防署では、
住民の皆さんに更なる防災意識を高
めてもらうため、火災予防運動期間
中、火災予防キャンペーンを実施し
ました。火災の発生を防止し、万一
発生しても、尊い生命と貴重な財産
を守る事が目的です。

起震車で過去に発生した地震の
強さを体験

みよし野菜の
ロゴマークがついに決定！

みよしの野菜の〝顔〟が決定

お知らせ
miyoshi

news

まちのマスコット
着ぐるみの貸し出し

問　観光産業課商工観光係 内 214　

行 政区、自治会、学校や幼稚園などの各種イ
ベントで、「みらいくん」と「のぞみちゃん」

を登場させてみませんか。

▲

利用料…無料

▲ �

申込方法…観光情報ホームページから申請書をダウ
ンロードし、観光産業課商工観光係へ提出してくだ
さい。着ぐるみは、日程等の都合により貸し出しが
できない場合がありますので、あらかじめ担当課に
お問い合わせください。

↑「みらいくん」と「のぞみちゃん」の着ぐるみ。

問　観光産業課農業振興係 内 213　

みよし野菜ブランド化推進研究会でロゴマークを募集したと
ころ、全国から 100 点の応募があり、２月 12・19 日に行

われた審査会で最優秀賞に梅村元彦さん（愛知県春日井市在住）
の作品が選ばれました。（右の画像）
　このロゴマークを使用する、農家・飲食店（みよし野菜を使
用していること）などに版代として上限３万円とした補助を先
着順に行います。詳しくは観光情報ホームページをご覧くださ
い。

お知らせ
miyoshi

news

みよしを全国に PR
観光情報サイトを開設

問　観光産業課商工観光係 内 214　

みよしの魅力を町内外にアピールするため三
芳町の観光情報サイトを開設しました。町

内のおすすめスポットや、文化芸能など、まちの
情報が満載のサイトです。ぜひ一度ご覧ください。

▶ http://www.town.saitama-miyoshi.lg.jp/kanko/

↑
観
光
情
報
ペ
ー
ジ
の
ト
ッ
プ
画
面
。

（
開
発
中
の
た
め
、
実
際
の
も
の
と
異
な

る
場
合
が
あ
り
ま
す
。）

←町のホームページの
トップ画面のスライド
部分をクリックすると、
観光情報ページにアク
セスできます。

「みよしをモチーフとして、三芳の自然豊かな緑
の地で、農作する人と住民が、野菜を食べる人々
とがお互い笑顔で明るく共生しているイメージを
してデザインしました。」
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最優秀賞　梅村元彦 さん



町では、厳しい財政状況の中、限られた財政を活かしサービスを行って
います。税金がどのように活かされているのか、平成 25 年度予算の概
要をご報告します。 財務課財政係 415 274-1055

平成 25 年度 

町税 

町債 

国庫支出金
繰入金
県支出金
地方消費税交付金
諸収入
繰越金
分担金及び負担金
地方譲与税
その他

町税（62.4％）
70億8,872万5千円

国庫支出金（7.4％）
8億3,636万1千円

町債（7.8％）
8億8,900万円

繰入金（4.8％）
5億4,022万4千円

地方消費税交付金（4.1％）
4億7,000万円

諸収入（2.1%)
2億3,752万5千円

分担金、負担金(1.6%)
1億8,448万2千円

その他(2.5%)
2億8,676万3千円

地方譲与税(0.7%)
8,420万円

歳　入
113億 5,734 万

9千円

県支出金（4.8％）
5億4,006万9千円

繰越金（1.8％）
2億円

民生費 

総務費 

衛生費 

教育費 

公債費 

土木費 

消防費 

議会費 

農林水産業費
その他 

民生費（33.1％）
37億6,387万3千円

総務費（14.6％）
16億5,809万6千円

土木費（10.1％）
11億4,999万7千円

教育費（11.0％）
12億5,265万4千円

公債費（10.3％）
11億6,553万4千円

衛生費（13.2％）
15億145万2千円

消防費（5.3％）
6億356万6千円

その他（0.4％）
4,476万7千円

議会費（1.2％）
1億3,076万6千円

農林水産業費（0.8％）
8,664万4千円

厳
し
い
財
政
状
況

　
平
成
25
年
度
三
芳
町
一
般
会
計
予

算
に
つ
い
て
、
依
然
と
し
て
本
町
の

財
政
状
況
は
厳
し
い
状
態
が
続
い
て

い
ま
す
。

　
そ
の
中
で
、
今
年
度
予
算
案
を
作

成
し
、
議
会
に
上
程
し
ま
し
た
。
予

算
が
決
定
す
る
こ
と
は
、
町
が
行
っ

て
い
く
事
業
を
決
定
し
た
こ
と
に
な

り
ま
す
。予
算
作
成
の
過
程
を
経
た
、

今
年
度
の
予
算
案
を
公
開
し
ま
す
。

（
定
例
議
会
の
審
議
状
況
に
よ
り
変
更
に
な
る

場
合
が
あ
り
ま
す
。）

社
会
保
障
費
の
　
　
　

自
然
増
が
見
込
ま
れ
る

　
町
の
自
主
財
源
で
あ
る
町
税
等
の

収
入
は
微
増
で
し
た
が
、
今
後
ま
す

ま
す
「
福
祉
・
医
療
・
介
護
」
な
ど

の
社
会
保
障
経
費
の
自
然
増
が
見
込

ま
れ
て
い
ま
す
。

　
限
ら
れ
た
財
源
の
中
、
行
政
サ
ー

ビ
ス
を
低
下
さ
せ
な
い
た
め
に
、
既

存
事
業
及
び
新
規
事
業
等
を
精
査

し
、
予
算
を
編
成
し
ま
し
た
。

　

予
算
総
額
は
１
１
３
億
５
，

７
３
４
万
９
千
円
、
前
年
度
と
比
較

し
て
2.6
％
減
額
と
な
っ
て
い
ま
す
。

一
般
会
計
の
概
要

　
歳
入
の
主
な
財
源
と
し
て
は
、
町

税
が
全
体
の
62
・
４
％
を
占
め
、
町

債
7.8
％
、
国
庫
支
出
金
7.4
％
、
繰
入
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特別会計項目 当初予算等金額 前年比 問い合わせ
国民健康保険特別会計 4,499,693 千円 0.79% 住民課保険年金係 154

後期高齢者医療特別会計 341,151 千円 9.78% 住民課保険年金係 157
介護保険特別会計 1,706,582 千円 9.55% 健康増進課介護保険係 184

水道事業
会計

収益的収入 717,769 千円 0.25%
上下水道課水道業務係

256
収益的支出 823,865 千円 5.98%
資本的収入 196,223 千円 49.57%
資本的支出 604,701 千円 21.21%

下水道事業特別会計 811,757 千円 △ 0.01% 上下水道課下水道業務 242

当初予算の推移

平成22年度
平成23年度
平成24年度
平成25年度

1.11E+10

1.12E+10

1.13E+10

1.14E+10

1.15E+10

1.16E+10

1.17E+10

1.18E+10

平成22年度 平成23年度 平成24年度 平成25年度 

系列1 

１
１
６
億
６
３
５
９
万
６
千
円

１
１
６
億
８
７
８
８
万
５
千
円

１
１
５
億
６
５
２
５
万
６
千
円

１
１
３
億
５
７
３
４
万
９
千
円

過去４年間の当初予算推移。平成 23 年度
まで増加していましたが、今年度は前年比
2.6％減となりました。

予算三芳町の 

一般会計　113 億 5,734 万 9 千円
特別会計　  73 億 5,918 万 3 千円　

金
4.8
％
、
県
支
出
金
4.8
％
な
ど
が
あ

り
ま
す
。

　
歳
出
の
主
な
も
の
と
し
て
は
、
民

生
費
が
全
体
の
33
・
１
％
を
占
め
、

つ
づ
い
て
総
務
費
14
・
６
％
、
衛
生

費
13
・
２
％
、
教
育
費
11
％
、
公
債

費
10
・
３
％
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　
ま
た
、
主
な
事
業
と
し
て
は
、
広

域
ご
み
処
理
施
設
建
設
等
事
業
負
担

金
、
民
間
保
育
所
新
規
開
園
に
よ
り

増
額
と
な
っ
た
認
可
保
育
所
委
託
及

び
民
間
保
育
所
運
営
費
等
補
助
事

業
、高
齢
者
肺
炎
球
菌
予
防
接
種（
対

象
者
年
齢
70
歳
か
ら
65
歳
に
引
き
下

げ
）
な
ど
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

特
別
会
計
の
概
要

　
特
別
会
計
は
、
予
算
を
使
用
す
る

用
途
が
限
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
一
般

の
歳
入
歳
出
予
算
と
区
別
し
て
行
わ

れ
て
い
る
会
計
で
す
。
町
に
は
国
民

健
康
保
険
、
後
期
高
齢
者
医
療
、
介

護
保
険
お
よ
び
下
水
道
事
業
の
４
つ

の
特
別
会
計
と
水
道
の
企
業
会
計
が

あ
り
ま
す
。

　
４
つ
の
特
別
会
計
の
予
算
は
、
総

額
73
億
５
，
９
１
８
万
３
千
円
で
前

年
度
と
比
較
し
て
2.9
％
の
増
額
と

な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
水
道
事
業
は

収
益
と
資
本
を
合
わ
せ
た
総
支
出
が

14
億
２
，
８
５
６
万
６
千
円
で
、
前

年
度
と
比
較
し
て
11
・
９
％
の
増
額

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
特
別
会
計
の
中
で
も
国
民
健
康
保

険
は
厳
し
い
財
政
状
況
等
の
た
め
、

保
険
税
の
課
税
限
度
額
を
改
正
し
ま

し
た
。
特
定
健
診
の
第
２
期
計
画
が

ス
タ
ー
ト
す
る
今
年
度
は
、
多
く
の

皆
さ
ん
に
特
定
健
診
を
受
診
し
て
も

ら
い
、
自
身
の
健
康
管
理
お
よ
び
疾

病
の
早
期
発
見
、
重
症
化
を
予
防
す

る
こ
と
に
よ
り
、
国
民
健
康
保
険
財

政
運
営
の
健
全
化
に
繋
が
り
ま
す
。

　
ま
た
、
下
水
道
事
業
特
別
会
計
の

主
な
事
業
と
し
て
は
、
北
永
井
・
竹

間
沢
地
内
の
管か
ん

渠き
ょ

を
整
備
し
ま
す
。

介
護
保
険
特
別
会
計
は
、
高
齢
者
の

増
加
に
よ
り
介
護
サ
ー
ビ
ス
の
利
用

増
が
見
込
ま
れ
る
こ
と
に
よ
り
前
年

度
と
比
較
し
て
９
・
55
％
の
増
と
な

り
ま
し
た
。
企
業
会
計
の
水
道
事
業

は
、
事
務
所
の
浄
水
場
へ
の
移
転
を

行
う
と
と
も
に
経
費
削
減
お
よ
び
健

全
経
営
並
び
に
安
定
給
水
に
努
力
し

て
い
き
ま
す
。

特別会計予算

平成 23 年度決算額 　約 103 億円

平成 24 年度見込額 　約 108 億円

平成 25 年度見込額 　約 107 億円

平成 23 年度決算額        約 11 億円

平成 24 年度見込額          約 8 億円

平成 25 年度見込額          約 3 億円

▼年度末借金 ( 地方債 ) 残高
　一般会計の残高

▼年度末貯金 ( 基金 ) 総合計残高
　財政調整基金、特定目的基金の合計

118億

117億

116億

115億

114億

113億

112億

111億

一般会計の歳出 一般会計の歳入〈 借金・貯金の状況 〉

▼▼平成 24 度から
3 億 624 万 7 千円
の減額 ( 一般会計 )

町の借金にあたる地方債残高は１億円の減額
で 107 億円、貯金にあたる基金総合計残高
は５億減の３億を見込んでいます。

歳　出
113億 5,734 万

9千円
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上
富
を
歩
く
。
上
富
は
、
ほ
ぼ
南
北
に
走

る
ケ
ヤ
キ
並
木
通
り
に
沿
っ
て
集
落
が
開
け

て
い
る
。
こ
の
通
り
の
両
側
に
家
屋
敷
が
配

さ
れ
、
１
軒
ご
と
東
西
に
区
画
さ
れ
た
地
割

景
観
が
今
も
良
く
残
っ
て
い
る
。
江
戸
時
代

の
新
田
開
拓
に
よ
っ
て
も
た
ら
さ
れ
た
も
の

だ
。
ケ
ヤ
キ
並
木
、
木
の
宮
地
蔵
堂
、
多
福

寺
、
雑
木
林
、
ど
れ
も
三
富
新
田
に
連
な
る

も
の
で
あ
る
。
多
福
寺
の
交
差
点
を
東
へ
三

芳
パ
ー
キ
ン
グ
に
向
け
て
少
し
行
く
と
視
界

が
開
け
、
畑
の
連
な
り
が
南
北
に
見
て
取
れ

る
。
概
ね
平
坦
な
地
形
だ
が
、
よ
く
見
る
と

多
少
の
起
伏
が
あ
る
こ
と
が
分
か
る
。

　

さ
て
、
想
像
し
て
欲
し
い
。
今
か
ら
相
当

前
の
時
代
を
。
三
富
開
拓
が
行
わ
れ
る
ず
っ

と
昔
、
大
体
３
万
年
前
、
旧
石
器
時
代
で
あ

る
。
そ
の
頃
、
今
は
埋
没
し
て
し
ま
っ
た
幾

筋
も
の
河
川
が
存
在
し
た
。
河
川
と
言
っ
て

よ
い
の
か
。
そ
ん
な
大
げ
さ
な
も
の
で
は
な

い
の
か
も
し
れ
な
い
が
、
水
の
流
れ
が
存
在

し
、
流
れ
に
よ
っ
て
開
析
さ
れ
た
谷
が
あ
っ

た
。
そ
の
谷
に
沿
っ
た
辺
り
で
石
器
類
が
採

取
さ
れ
て
い
る
。

　

遺
跡
確
認
調
査
や
本
発
掘
調
査
を
し
た
面

積
は
わ
ず
か
で
あ
り
、
遺
跡
の
正
確
な
範
囲

や
全
体
像
は
ま
だ
分
か
っ
て
い
な
い
が
、
上

富
地
区
に
７
か
所
の
遺
構
や
遺
物
の
包
蔵
地
を

確
認
し
、
遺
跡
と
し
て
登
録
し
て
い
る
。

　

そ
の
中
の
ひ
と
つ
中な
か
ひ
が
し
い
せ
き

東
遺
跡
で
は
、
倉
庫
拡

張
に
伴
う
発
掘
調
査
に
よ
っ
て
、
旧
石
器
時
代

の
人
の
痕
跡
が
23
か
所
確
認
さ
れ
石
器
な
ど
約

３
０
０
０
点
が
発
見
さ
れ
て
い
る
。
動
物
や
人

が
水
を
求
め
て
や
っ
て
来
て
は
、
し
ば
ら
く
滞

在
し
去
っ
て
ゆ
く
。ま
た
来
て
は
去
っ
て
い
く
。

そ
ん
な
ポ
イ
ン
ト
の
一
つ
だ
っ
た
の
だ
ろ
う
。

　

上
富
と
言
え
ば
、
江
戸
時
代
の
開
発
か
ら
説

き
起
こ
さ
れ
、
そ
れ
以
前
が
語
ら
れ
る
こ
と
は

少
な
い
。水
の
流
れ
を
意
識
す
る
こ
と
も
な
い
。

し
か
し
、
地
下
に
は
今
も
西
か
ら
東
へ
向
か
っ

て
水
は
流
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、
旧
石
器
時
代

の
人
が
残
し
た
痕
跡
が
静
か
に
眠
っ
て
い
る
。

　

今
見
て
い
る
風
景
の
、
そ
の
向
こ
う
を
想
像

し
な
が
ら
散
歩
し
て
み
よ
う
。
歩
き
な
れ
た
散

歩
コ
ー
ス
が
新
し
い
風
景
を
伴
っ
て
姿
を
現
し

て
く
れ
る
か
も
し
れ
な
い
。

中央図書館　☎ 258-6464
開館時間 /10:00 ～19:00（土・日は18:00まで )
休館日 / 毎週月曜日、月末、土・日除く祝日
竹間沢分館　☎ 274-1722
開館時間 11:00 ～ 18：00
休館日 / 毎週月曜日、月末、土・日除く祝日
地域文庫
児童書の貸出、お話会などを行います
つくし文庫…4月20日㈯　10:00～12:00
場所/上富第１区集会所
あらた文庫…毎週火曜日15:30～18:00
場所/荒田宅(藤久保536-4 三芳東中学校近く）

図 書 館 だ よ り

　
　

み
よ
し

歴
史
探
訪
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保健センター
〒 354-0041　藤久保 185-1　☎ 258-1236　 258-5994　

hoken@town.saitama-miyoshi.lg.jp
保健・健康

Health

施設名 休日急患診療所 第二休日診療所 小児時間外救急診療所 イムス富士見総合病院（入院等が必要な救急小児）
所在地 ふじみ野市駒林 353 富士見市鶴馬 3351-2 ふじみ野市駒林 353 富士見市鶴馬 1967-1

電話番号 049-264-9592 049-252-4050 049-264-9592 049-251-3060
診療日 日曜・祝日・年末年始 日曜・祝日 月～土曜 月・木曜

診療時間 09：00 ～ 16：00
20：00 ～ 22：00 9：00 ～ 16：00 20：00 ～ 22：00 月・木曜が平日　18:00 ～翌朝 8:00 まで

月・木曜が祝日　 8:00 ～翌朝 8:00 まで

休日・夜間・小児時間外診療所

一冊でわかる
 歌舞伎名作ガイド 50 選　

監修 / 鎌倉惠子　出版 / 成美堂出版
発行 /2012 年 11 月
請求記号：774　イツ

※
子
ど
も
向
け
の
イ
ベ
ン
ト
は
、
Ｐ
24
に
も
掲
載
し
て
い
ま
す
。

前期がん検診の募集開始
「胃がん・乳がん・前立腺がん検診」 募集期間：４月１～ 30日 ( 必着 )

種類 実施期間 時間 費用 検査ができない人・注意事項

胃がん検診…バリウム検査
① 5 月 26 日㈰
② 5 月 27 日㈪
③ 5 月 28 日㈫
④ 5 月 29 日㈬

8:00･8:30
9:00･9:30
10:00･10:30
11:00

500 円

▽食道、胃、小腸、大腸等の開腹手術を受けた、
または治療中、経過観察中の人 ▽透析中や心
疾患で水分制限がある人 ▽バリウムのアレル
ギーがある、飲んで過去に気分が悪くなったこ
とがある人 ▽常時酸素吸入をしている人 ▽妊
娠中、その可能性のある人 ▽重度の便秘の人

乳がん検診… 視触診・マンモグラ
フィー検査

▶対象者
　・30 歳以上の偶数月生まれの女性
　・前年度、受診のない奇数月の女性
▶定員…各日 90 人

① 6 月 25 日㈫
② 6 月 26 日㈬
③ 8 月 25 日㈰
④ 8 月 27 日㈫
⑤ 9 月 25 日㈬
⑥ 9 月 26 日㈭

9:00･9:30
10:00･10:30
11:00･11:30
13:00･13:30
14:00･14:30
15:00･15:30

2,000 円

▽妊娠している、可能性のある人、授乳中の人
▽豊胸術をした人
▽胸壁に人工物が入っている人
▽乳房の手術後 1 年以内の人

※無料クーポンは５月下旬に郵送します。

前立腺がん検診… 医師の診察・採
血検査

▶対象者…50 歳以上の男性
▶定員…各日 100 人

８月８日㈭
10 月 1 日㈫

9:00･9:30
10:00･10:30
11:00

500 円

申込方法…保健センター窓口、FAX、メール、QR コードで申し込みを受け付けます。
官製はがき・FAX・メールの場合、下記を記入し申し込みください。
①○○がん検診申し込み　②住所　③氏名（ふりがな）・性別　④生年月日　⑤日中連絡可の電話番号
⑥検査日時の希望（第 3 希望まで記入可。希望ない場合は「希望なし」と記入）
保健センター　〒 354-0041　藤久保 185-1　☎ 258-1236　 258-5994
     hoken@town.saitama-miyoshi.lg.jp

申込方法…電話、FAX、メール、QR コードで申し込み込み。メール、FAX の場合は以下の必要事
項を記入。必要事項：①○○申し込み②参加されるママの名前③住所④電話番号⑤子どもの名前と
生年月日⑥何番目の子どもか⑦兄 ( 姉 )の参加の有無
保健センター☎ 258-1236　 258-5994　 hoken@town.saitama-miyoshi.lg.jp

日程 場所 内容 持ち物
５月８日㈬ 藤久保公民館 仲間づくり…�自己紹介、おもちゃ製作、子育てQ&A ・母子健康手帳

・筆記用具
・�赤ちゃんに必要
なもの（ミルク、
おむつ、バスタオ
ルなど）

５月 15日㈬ 藤久保公民館 おやこ体操…�赤ちゃんとのふれあい、ママの体操
講師：健康運動指導士

５月 31日㈮ 保健センター 離乳食講座…離乳食の試食
講師：管理栄養士

はじめて子育て講座「ほっとサークル」
～おひさまコース～　平成 25 年 1 ～３月生まれの子どもと家族が対象 定員 20人　参加無料

がん検診推進事業
対象者には5月下旬にクーポン券を郵送

子宮頸がん、乳がん及び大腸がんに関する検診費用が無料となる無料クーポンを下記の対象者に５月下旬に送付します。
詳細は同封されているお知らせをご覧ください。

検診内容 対象者
子宮頸がん

（女性のみ）
平成 25 年 4 月 1 日時点で下記の年齢の人

20・25・30・35・40 歳

検診内容 対象者
乳がん（女性のみ） 平成 25 年 4 月 1 日時点で下記の年齢の人

40・45・50・55・60 歳大腸がん（男性・女性）

01

02

03
３日間にわけて、子育て講座を行います。ママ友作りができる場としても好評です。（開催時間は全日10:00～11:30）

↓�

３
日
目
は
離
乳
食
講
座
。
離
乳
食

の
試
食
も
あ
り
ま
す
。

～　

埋
没
河
川　

～

 

問
文
化
財
保
護
課
☎
２
５
８
―
６
６
５
５

発掘された３万年前の黒曜石の原石。
この石以外にも石器などが 3,000 点も
出土した。旧石器時代の人の痕跡を読
み取ることができる。

勧進帳、義経千本桜など 50 演目のあらすじ、み
どころ、名台詞を舞台写真とともにわかりやすく
紹介。知っておきたい歌舞伎用語や歌舞伎俳優家
系図なども興味深い。

平成25年度 としょかんくらぶ会員募集中

おすすめ本の読み聞かせ、読書力にあわせた本の紹介。本
好きになれるように工夫を凝らしています。

▶日程…第４土曜日（7･9･12 月除く）
▶時間対象… 10：10 ～ 11：00（小学 1・2 年 定員 40 人）

11：10 ～ 12：00（小学 3 ～ 6 年 定員 55 人）
▶ 申込方法…4 月 5 日㈮ 10：00 から中央図書

館で受け付けます。図書館にある申込書に記入
し、本人または家族が申し込み。電話不可。町
外受け付けは 4 月 16 日㈫。

えほんワールド「子どもの読書の日」記念事業

《午前の部》
① 10:30 ～ 10:55 えほんの部屋　１～３歳向け（保護者同伴）
② 11:00 ～ 11:15 自転車紙芝居（みらい広場で）
③ 11:20 ～ 12:00 えほんの部屋　３～小学生向け
④ 12:05 ～ 12:20 自転車紙芝居（みらい広場で）

4月21日 ㈰　当日参加・ぜひお越しください

《午後の部》 14:00 ～ 15：30　大人向け
スクリーン講習会「紙芝居の上手な演じ方」（指導：右手和子）

ただいま〝歌舞伎〟の本 別置紹介中

紙芝居の演者として名高い、右手和子氏の〝まぼろしのビ
デオ″「紙芝居のはじまりはじまり　―紙芝居の上手な演
じ方―」を上映。司書によるおすすめ紙芝居の紹介あり。

▶対象…35 歳以上
▶定員…各日 90 人



広

告

広

告

MIYOSHI 16MIYOSHI17

和太鼓教室
　　　　　生徒さん募集

和太鼓という楽器を扱う基礎打法から、みんなで音を合わせて
一つの曲を演奏するための応用まで親切丁寧にご指導します。

和太鼓スタジオ「鼓屋」　三芳町藤久保850-5
☎049-293-5820（太鼓部） メール contact@kajihei.com
http://kajihei.blog136.fc2.com
←50歳・60歳・70歳からのニコニコシニアクラス同時募集！

6歳
から

参加
でき
ます
！

観光バス・貸切バスは
お任せ下さい！

志木発の高速バス「VIPライナー」も運行中！

INFORMATION

三芳町役場 ☎ 049(258)0019（代表）
〒354-8555 三芳町大字藤久保 1100 ｰ 1

お知らせ
「募集」「イベント」「お知らせ」など
暮らしに役立つ情報をお届けします。

介護職員初任者研修
修了者に補助金交付

町内在住の人で平成 25年 4月以降受講
を申込み終了した人に補助金（3万円限
度）を交付します。
▶受付人数　10人
▶�申込方法　福祉課窓口にて申込み
▶�申込受付　4月 1日㈪から
※受講前に必ず補助金申請してください。
　他制度との併用はできません。
問福祉課福祉係内 172・173

▶�期間　
　Ｈ25年5月～Ｈ26年2月まで
▶入学資格
　町内在住の満 60歳以上の人で、５月
　～2月まで通学可能な人（月2回程度）
▶教室・受講日・定員
��藤久保教室：金曜日午前：定員 100人
��中央教室　：金曜日午前：定員 60人
��竹間沢教室：木曜日午前：定員 60人
▶開講式（3教室合同）
　日時　5月 9 日㈭　10 時～ 12 時　
　場所　藤久保公民館ホール
▶�申込み・問い合わせ
　4月 8日㈪から申込開始
　※平日 9時～ 17時 15分までに希望
　　する公民館へ本人が申込みください
　※定員になり次第締切（先着順）
問藤久保公民館☎258-0690
　竹間沢公民館☎259-8311

三芳町高齢大学
受講生募集

INFORMATION

富士塚土地区画整理組合
が設立許可

固定資産税縦覧
帳簿の縦覧

平成 25 年度固定資産税（土地・家屋）
の縦覧帳簿を縦覧できます。
▶期間　4月 1日～ 5月 31日
▶時間　役場開庁時間内 (土曜開庁含）
▶�場所　役場 1階税務課資産税係
【縦覧できる人】
　町内に所有する土地の固定資産税の納
　税者およびその同居家族または代理人
【必要なもの】
　�納税者本人を確認できるもの（運転免
許証・健康保険証・社員証等）

　※代理人の場合は委任状が必要
問税務課資産税係内 135～ 138

平成 25 年 2 月 5 日付けで三芳町富士
塚土地区画整理組合が土地区画整理法第
14条の規定に基づき埼玉県知事に認可
されました。
▶事業概要
　　地区面積：約 14.6ha
　　事業費　：29億 3千 8百万円
　　計画人口：約 1,500 人
　　事業期間：H24年度～H31年度
※施行地区内において建築行為等を行う
　には土地区画整理法第 76条に基づく
　許可が必要となります。詳細は町ＨＰ
　をご覧ください。
問三芳町富士塚土地区画整理組合（役場
　都市計画課内）☎258-0019 内 238

にっコリ運動教室

「こり」をほぐして、明日もにっこり。
肩こり、腰痛がなぜ起きるのか一緒に考
え、肩こり腰痛予防の体操も紹介します。
▶日程　4月 16 日㈫：「肩こり」につ
　いての原因と解消法　4月 23 日㈫：
　「腰痛」についての原因と解消法・5
　月 7日㈫：「いもっこ体操」を体験
▶時間　午前 10時～ 12時
▶�場所� 藤久保公民館ホール
▶�持ち物　タオル（手ぬぐいサイズ：体
操に使います）・水分補給用の飲み物

▶�対象　65歳以上の人▶�定員　30人
▶�料金　無料
▶�内容　講話と運動（健康体操）
▶�講師　埼玉セントラル病院理学療法
士・作業療法士

問健康増進課地域包括支援センター
　内 188～ 189

▶�期日� H25 年4月29日・受付 8時
　・開会式 8時 30分・スタート 9時
▶会場� 三芳町役場広場前スタートゴール
▶�参加費　一人 500円
▶�コース　12km『山崎公園・水子貝塚
公園（昼食）・歴史民俗資料館方面』
※参加者はコースマップを見て各自の
責任において自分にあった速度とペー
スで歩いてください。原則集団で歩き
ます。昼食は用意してください。

▶募集人員　400人�
▶申込み先　4月2日㈫～4月19日㈮
　役場 5階生涯学習課・総合体育館へ
　参加費を添えて申し込み
問生涯学習課内 516
　総合体育館☎ 258-0311 258-0292

第 21回ヘルシー三芳
ふるさとウォーキング大会

埼玉県警察官募集

平成 25年度第 1回埼玉県警察官採用試
験を行います。
▶願書受付期間
　Ｈ 25年 4月 1日㈪～ 4月 15日㈪
▶試験日
　Ｈ 25年 5月 12日㈰
問東入間警察署・警務課☎ 269-0110

埼玉県県民相談の一本化

埼玉県では、各地域振興センターの県民
相談を 4月から次のとおり県民相談総
合センター（埼玉県庁）に一本化します。
▶日時　４月 1日より
◆県民相談・行政相談（平日）
　電話 9：00～ 17：00
　面談 9：�00 ～正午�13：00～ 16：00
◆法律相談（要予約）
　　　13：00～ 16：00
　※民事・家庭問題 : 毎週㈪㈫㈭　
　　サラ金・多重債務問題 : 第 1.2.3 ㈮
　　司法書士相談 : 第 3㈬
▶相談・予約　☎ 048-830-7830
▶場所　県庁第二庁舎 1階
　　　　県民相談総合センター
問県民相談総合センター
　☎ 048-830-7830

平成 25年度
スポーツ安全保険のご案内

公益財団法人スポーツ安全協会では、平
成 25年度スポーツ安全保険の加入受付
けをしています。
▶申込み方法
　郵便局窓口で払込後、払込受付証明書
　を貼付した加入依頼書を埼玉県支部へ
　郵送する
▶対象　スポーツ活動や文化活動などを
　行う 5名以上の団体
▶�対象事故範囲　団体管理下での活動中
（国内）の事故など
▶�掛金
　中学生以下：800・1450・11000 円
　高校生以上：800～ 11000 円
　※活動内容により異なります
▶保険期間　
　H25年 4月 1日～H26年 3月 31日
▶�補償内容
　傷害保険・賠償責任保険・突然死葬祭
　費用保険（加入区分により補償金額は
　異なります）
▶�加入依頼書配布場所
　生涯学習課・総合体育館・藤久保公民
　館・竹間沢公民館
問公益財団法人スポーツ安全協会埼玉県
　支部☎048-779-9580

国民年金は誰もが加入する制度です。日
本に住んでいる 20歳以上 60歳未満の
すべての人は、国民年金にま加入するこ
とになります。加入者は、職業などによっ
て 3つのグループに分かれており、そ
れぞれ加入手続きが異なります。　　　
第1号被保険者は自営業者、学生、フリー
ター、無職の人などで、加入手続きはご
自分の住所地の市区役所・町村役場の国
民年金担当窓口で行います。2号被保険
者は会社員や公務員など、厚生年金保険
や共済組合に加入されている人で、加入
手続きは勤務先が行います。3号被保険
者は第 2号被保険者に扶養されている
配偶者の人で加入手続きは第 2号被保
険者の勤務先を経由して行います。
問住民課保険年金係内 156

国民年金加入方法

町では、住民の皆さんが社会生活の中で
抱える様々な困りごと等の相談に応じら
れるように、平成 25年度より「司法書
士および行政書士による無料相談」の窓
口を定期的に開設することとなりまし
た。ぜひお気軽にご利用ください。
相談料無料・秘密厳守。
【司法書士無料相談】※予約制
▶相談日時　毎月第 3火曜日
　午前 10時～正午（月 1回）　
▶相談時間　1人／ 30分
▶相談場所　三芳町役場１階「相談室」
▶相談内容
　相続・遺言に関する相談、登記に関す
　る相談（不動産登記、商業・法人登記等）
　※司法書士の業務に係る相談
▶相談方法　面接相談〔要予約〕
▶相談員
　埼玉司法書士会川越支部所属の司法書士
▶その他　相談料／無料、秘密厳守
【行政法務無料相談】
▶相談日時　奇数月第 4水曜日
　午前10時～午後4時（２か月に1回）
▶相談時間　1人／ 60分以内
▶相談場所　
　三芳町役場１階「相談室」
　※受付／庁舎１階ロビー
▶相談内容
　主に相続、遺言、成年後見、許認可申
　請・届出、法人設立など
　※行政書士の業務に係る相談
▶相談方法　面接相談〔予約不要〕
▶相談員　
　埼玉県行政書士会東入間支部所属の
　行政書士
▶その他　相談料／無料、先着順
問総務課人権推進係内 404・405

司法書士相談および行政書
士相談の窓口開設

問
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INFORMATION

環境センター整備・運営
事業者決定

三芳町とふじみ野市は、既存の清掃セン
ターの老朽化に対応するため、共同で新
施設の整備・運営事業者の選定を行い、
3月の議会を経て契約が成立し、平成
28年3月に竣工する予定です。なお、『ふ
れあい・交流・健康増進』の場である余
熱利用施設は、平成 26年 6月から先行
オープン予定です。
▶事業者　日立造船グループ（代表企業：
　日立造船㈱・構成員：鹿島建設㈱、
　日神サービス㈱、㈱クリーン工房）
▶契約金額　20,346,111,865 円（税込）
※契約金額は、平成 25 年度から平成
27 年度までの施設整備費と平成 28 年
度から平成 42 年度までの施設運営費
（平成 26 年度からの余熱利用施設の運
営費含む）の総額です
▶整備概要
【建設地】　ふじみ野市駒林字北伊佐島
1093番 3ほか約 35,400㎡
【施設内容】　熱回収施設（処理能力：
142 ｔ / 日）、リサイクルセンター（処
理能力：21ｔ / 日）、計量施設、管理・
啓発施設、余熱利用施設
問環境課環境対策係内 216・217

各種検討委員の募集

政策推進室では、今後の町の政策に関す
る事項を検討するため、次の機関を設置
します。設置に際して、住民の人から、
まちづくりに対し関心が有り、さまざま
な角度からご意見やご提案をいただける
委員を下記のとおり公募します。
▶募集人数　各委員 3人程度
▶任期　平成 25年度中任期
1. 三芳町総合振興計画審議会委員
　まちづくりの基本計画である「総合振
　興計画」について検討します
　レポート：「三芳町のあるべき姿、ま
　ちづくり」
2. 三芳町文化芸術懇談会委員
　未来に向けて文化の薫る活気に満ちた
　町を創造するため「文化のまちづくり」
　を研究調査します
　レポート：「三芳町の伝統・文化・芸術」
3. 三芳町行政評価外部評価委員
　三芳町の実施している事務事業に関す
　る評価を行います
　レポート：「三芳町の政策・施策・事
　業の問題点」
※募集に関する共通事項
▶応募資格　三芳町に在住の 20歳以上
▶応募申込書　役場 4階政策推進室に
　て配布・HＰよりダウンロード
▶応募方法　申込書とレポート（400　
　字程度）を役場4階政策推進室へ持参、
　またはメール・郵送
▶その他　応募人数が募集人数を超えた
　場合は書類選考。また、町の他の審議
　会等の委員に就かれていない人を優先
　する場合があります。
▶�申込締切　4月 26日㈮必着
※詳細は町ＨＰをご覧ください
問政策推進室内 422・423
seisaku@town.saitama-miyoshi.lg.jp

町の組織の一部を変更 
します

町では、情報発信力を高め、政策立案機
能やマネジメント体制を強化するため、
4月 1日より組織の一部を変更します。
政策秘書室　　　　秘書広報室
　　　　　　　　　政策推進室
◆秘書広報室
　秘書・儀式渉外・褒賞表彰
　広報広聴・イメージ戦略など
◆政策推進室
　基本計画・中期計画・行政改革
　行政評価・政策立案・政策調整
　地方分権・住民提案・補助金など
問政策推進室内 422・423

未熟児養育医療の
申請について

4 月 1 日より上記申請窓口が保健所か
ら市町村に変わりました。
『未熟児養育医療給付制度』
身体の発育が未熟な状態で生まれ、入院
を必要とする場合に、その治療に必要な
医療費を町が負担する制度です。養育医
療給付を受けることができるのは、全国
の指定養育医療機関での治療に限られま
す。また、世帯の所得税額に応じて、自
己負担金が生じます。
▶対象者
　出生体重2000ｇ以下のもの
　医師が特に必要と認めたもの
▶�申請方法　出生後 2週間以内に下記
書類を保健センターに提出

▶�必要書類
　1. 養育医療給付申請書 2. 養育医療意
　見書 3. 世帯調書 4. 認印 5. 健康保険�������������������
　証 6. 所得税等の関係証明書
　※詳細は町ＨＰをご覧ください
問保健センター☎ 258-1236

パソコンなんでも相談室

これからパソコンを買おうと思っている
人、パソコンを買ったけど使いこなせな
い人、もっと楽に使いたい人など、相談
室を開催しますのでご利用ください。
▶相談日���4 月　8日㈪・22日㈪
　　　　���5 月 20日㈪・27日㈪
　　　��　�6 月 10日㈪・24日㈪
▶時間　午前 10時～ 12時
　（講習会ではありませんので開催時間
　中であれば随時相談は可能です）
▶場所　竹間沢公民館　学習室
▶相談員　生涯学習アドバイザー他
▶費用　無料
▶定員　10人
▶申込み　人数の関係上、事前に予約し
　ていただくことをお勧めします
　※インターネット、電子メールは利用
　　できません
問竹間沢公民館☎259-8311 259-8345

むさしの作業所春まつり

季節の花販売、縁日コーナーやフリー
マーケットを開催します。
▶日時場所◆ 4 月 20 日㈯ 10:00 ～
14:30��カリヨン広場（イオン隣）
◆ 4月 27日㈯ 10:00 ～ 14:30�富士見
市文化の杜公園（体育館前）
【フリーマーケット参加者募集】
▶募集区画　50区画（申込順）
▶出店協力金　1,000 円
▶募集期間　4月 17日㈬まで
問障害福祉サービス事業所　　　　　　��������������
入間東部むさしの作業所☎ 252-5270�������

4 月 1 日より上記申請窓口が保健所か
ら市町村に変わりました。
『自立支援医療（育成医療）給付制度』
身体に障がいがあるか、現にある疾患に
対する治療を行わないと将来一定の障が
いを残すと認められる子ども（18歳未
満）で手術などの治療によりその症状が
軽くなり日常生活が容易に出来るように
なると認められる場合に医療費の一部を
町が負担する制度です。指定自立支援（育
成）医療機関での治療に限られます。原
則、保険診療の 1割の金額が自己負担
となり、所得に応じ給付および負担上限
額が変わります。
▶対象者　下記の全てに該当する子ども
　①18歳未満②子どもと保護者が町に　
居住③現在身体に障がいがあるか、現　
存する疾患があり放置すると将来一定　
の障がいを残すと認められる④手術な　
どの治療によって確実な治療効果が期　
待できる
　※詳細は町ＨＰをご覧ください
問福祉課障がい者支援係内 177・178

自立支援医療「育成医療」
の申請について

三芳町では、町、住民及び事業者が一体
となって暴力団の排除を推進するため、
基本理念や基本施策・事項を定め、住民
生活の安全と平穏を確保することを目的
として、暴力団排除条例を制定しました。
【条例基本理念】
　◆暴力団を恐れない
　◆暴力団に資金を提供しない
　◆暴力団を利用しない
　◆暴力団と不適切な関係をもたない
【条例内容】
　◆町および住民・事業者の責務（排除
　　の取組みや警察等との連携）
　◆町の公共工事その他事業における暴
　　力団排除
　◆生徒に対する暴力団被害の防止教育等
　※条例の詳細は町ＨＰをご覧ください
問自治安心課防犯防災係内 265・266

三芳町暴力団排除条例が
4 月 1 日から施行されました

町の水道用水である地下水（1～5号井）
の安全性を確認するためダイオキシン類
調査をH24年12月21日実施しました。
【調査結果】
　ダイオキシン類 0.0059pg-TEQ/ℓ
【参考】　国の基準値　1pg-TEQ/ℓ
【所見】　以上の結果からダイオキシン類
は国の基準に適合（指針値の約 1/170）
しており、安全面の観点から問題のない
値であることが確認されました。
【調査方法】
水道原水及び浄水中のダイオキシン類調
査マニュアルに準拠（平成 19年 11 月
厚生労働省健康局水道課）
問上下水道課内 252・253

ダイオキシン類に関する
調査結果

普通救命講習

▶�日時� 4 月 21日㈰9：00～12：00
▶場所� 消防本部大会議室
▶対象� �三芳町・富士見市・ふじみ野

市在住、在勤、在学者
▶�申込方法…4月 8日㈪～ 12日㈮の間
に下記へ連絡し予約

問入間東部地区消防組合消防本部救急課
☎261-6673（平日のみ8:30～ 17:00)

保健センター嘱託職員募集

▶勤務場所　保健センター
▶�募集内容　
　◆保健師・管理栄養士：乳幼児健診の
　問診、相談および国民健康保険加入者
　に対する特定健康指導◆看護師：乳幼
　児検診身体測定・診察介助
▶募集人数　若干名
▶勤務時間10時～15時30分（月5回）
▶報償費　看護師 7,500 円（1日）
　保健師・管理栄養士 8,000 円（1日）
問保健センター☎258-1236
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相談種類 曜日（祝日除） 時間 相談場所 連絡先
住民相談（弁護士等が
相談を受けます） 第 1・3 木曜 13：00 ～ 17：00 役場 1 階住民相談室（要予約） 総務課（内線 404・405）

司法書士相談 第 3 火曜 10：00 ～ 12：00 役場 1 階住民相談室（要予約） 総務課（内線 404・405）
行政書士相談 奇数月第 4 水曜 10：00 ～ 16：00 役場1階住民相談室（受付:ロビー） 総務課（内線 404・405）
女性相談 第 2・4 金曜 11：00 ～ 15：30 役場 1 階住民相談室（要予約） 総務課（内線 404・405）

外国人生活相談 ①毎週月曜
②毎週木曜

① 10：00 ～ 13：00
② 13：00 ～ 16：00

ふじみの国際交流センター
( ☎相談は 269-6450） 総務課（内線 404・405）

内職相談 毎週水曜 10：00 ～ 16：00 役場 2 階内職相談室 内職相談室（内線 292）

消費生活相談 ①毎週月・火 ･ 金曜
②毎週水・木曜 10：00 ～ 16：00 ①役場 2 階消費生活相談室

②観光産業課
①消費生活相談室（内線 292）
②観光産業課（内線 214）

子育て相談 毎週月～金曜 随時受付 各保育所・子育て支援センター
第 2 保育所☎ 258-6858
第 3 保育所☎ 258-9961
子育て支援センター☎ 258-5106

こども家庭何でも相談 毎週月～金曜 9：00 ～ 17：00 役場 1 階こども支援課 こども支援課☎ 258-0055

教育相談 毎週月～金曜 10:00 ～ 16：00 総合体育館 4 階教育相談室
電話相談は☎ 274-1023 学校教育課（内線 522）

大人の健康相談 第 3 木曜 9：00 ～ 15：30 保健センター（要予約） 保健センター☎ 258-1236

こころの健康相談 第 2 火曜 14：00 ～ 16：00 地域生活支援センター（要予約） 福祉課障がい者支援係
（内線 176 ～ 178）

高齢者相談
（介護・認知症相談）

①月～金曜
②月～土曜
③火～土曜

① 8：30 ～ 17：15
②･③9：00～17：00

①地域包括支援センター
②みずほ苑
③はなまる

①地域包括支援センター（内線188･189）
②みずほ苑☎ 258-9488
③はなまる☎ 258-7067

リハビリ相談
(65 歳以上対象 ) 第 2 水曜 10：00 ～ 12：00 藤久保公民館 2 階図書室（要予約） 地域包括支援センター

（内線 188・189）
福祉・生活相談
生活なんでも相談 毎週月～金曜 8：30 ～ 17：15 社会福祉協議会 社会福祉協議会☎ 258-0122

不動産相談 第 3 水曜 13：00 ～ 16：00 役場 1 階相談室（要予約） 都市計画課（内線 238）
マンション管理相談 第 3 月曜 13：30 ～ 16：30 役場 1 階相談室（要予約） 都市計画課（内線 238）

庁舎内 FAX番号内訳表
フロア 内線番号 FAX番号

1階
120～ 138 274-1050
140 ～ 158 274-1101
上記以外の 100番台 274-1051

2 階 242～ 256 274-1053
上記以外の 200番台 274-1052

4 階 300～ 424 274-1054
上記以外の 400番台 274-1055

5 階 500番台 274-1056
6 階 600番台 274-1057

無料相談

問住民課住民係 内 142 ～ 146

INFORMATION

4 月の土曜開庁は6日です ゆずります
ゆずってください

モノを買う前、捨てる前に、ぜひご利用
ください。モノを長く大切につかって、
節約やごみの減量に取り組みましょう。
▶�ゆずります
➊ブラストマシーン ( ガラスを削る工
具 )　➋ひな人形（7 段飾り）➌ 5 月人
形　➍七五三 3 歳用着物セット　
➎キャットタワー
具)▶�ゆずってください
①二段ベット　②ベビーカー　③ベビー
ベット　④小鈴幼稚園の制服・体操着

（男・女用）　⑤乳児三輪車　⑥テント　
⑦トランポリン
kankyo@town.saitama-miyoshi.lg.jp
問環境課環境対策係内 216・217

町では毎月第１土曜日を役場（本庁）の
住民・福祉・税務などの一部窓口と各出
張所を開庁していますので、ぜひご活用
ください。本庁、出張所ともに午前８時
30 分から正午まで開庁しています。

町住宅用太陽光発電システ
ム設置費補助金

町では、新エネルギー導入の促進および
温室効果ガスの排出量の削減を図ること
を目的に、太陽光発電システムに対し、
設置費用の一部を助成します。

【対象住宅】
◆既存住宅に太陽光発電を設置の場合
◆太陽光発電付き新築住宅を購入の場合
◆太陽光発電付き新築建売住宅を購入
の場合※住宅としての面積が床面積の 2
分の 1 以上の併用住宅も可能※集合住
宅は対象外

【補助対象者】
◆対象住宅に電力供給する目的で 1kw
　以上の発電システムを設置する人
◆対象住宅に自ら居住する者、申請年度
　内に町内に居住する予定であり当該地
　が住民基本台帳に記載されている人
◆建築物の敷地等に建築基準法、都市計
　画法等の違反がない人

【補助金額】　太陽光発電システム 1kw
　以上のものに対し一律 50,000 円

【受付件数】　40 件
【申請受付期間】平成 25 年 4 月 15 日
～平成 26 年 2 月 28 日
※申請受付は先着順となり予算額を超え
　た時点で受付を終了します
問環境課環境対策係内 216・217

休日急患診療所診療時間
の変更

イベント名 日時 定員 参加費 場所 内容・備考

★土曜体験★
たぬきの糸車を
体験してみよう !

4 月 20 日㈯

10 時～ 12 時
20 人 200 円 資料館

みんなの教科書に出
てきた糸車。たぬき
さんのように上手に
回して糸を紡ぐこと
ができるかな？

【歳時記展示】

「ひなかざり」
2 月 16 日㈯

～
4 月 7 日㈰

― 資料館

寄贈されたひな人形
の数々を資料館と旧
池上家住宅に展示。
時代ごとに異なる人
形たちの美しい表情
をぜひご覧ください

�歴史民俗資料館「4月の催し」

▶ 4 月 20 日㈯ 10：00 ～藤久保公民館
　　　　      　  18：00 ～農業センター
▶ 4 月 21 日㈰  10：00 ～竹間沢公民館
　　　      　 　 14：00 ～総合体育館
※開催時間は 2 時間程度を予定
問議会事務局内 602

ふれあい座談会（議会報
告会）を開催します

食品販売店で日常の買い物をしながら食
品の表示を確認し、定期的に報告（年間
20 店舗程度）
▶ 対象　県内在住で 20 歳以上の人
▶任期　H25 年 6 月～ H26 年 3 月
▶定員　100 人（選考）
▶研修　6 月 13 日㈭：熊谷市
　　　　6 月 14 日㈮：さいたま市
▶ 申 込 み　4 月 22 日 ㈪ 必 着 ま で に､      
　はがき、FAX、メールにて住所、氏名
　( フリガナ）、電話番号、年齢、職業、
　応募理由（100 字程度）明記し応募。
　選考結果は 5 月末までにお知らせし
　ます。
問〒330-9301さいたま市浦和区高砂 3-15-1
埼玉県農林部農産物安全課総務・JAS 法担当
☎ 048-830-4110 048-830-4832
ﾒｰﾙ a4070-06@pref.saitama.lg.jp

埼玉県食品表示調査員募集

休日急患診療所の診療時間が変更になり
ました。
▶ 診療時間　 9：00 ～16：00
 　　　　　  20：00 ～ 22：00
▶診療日  日曜 ･ 祝日 ･ 年末年始 (12/31 ～ 1/3)
▶住所　ふじみ野市駒林 353
問休日急患診療所☎ 264-9592

政策研究所 facebook 公開中 !
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あさりと青菜のスープ

【まちの掲示板掲載について】宗教団体・政治団体・営利目的の投稿はご遠慮ください。
１団体につき、年間１回まで先着順で掲載できます。※ 100 字以内。要点のみの掲載と
なる場合もあります。予めご了承ください。◆紙面の予約は前々月の 10 日まで受け付け
ます。なお、予約は先着順となりますのでご了承ください。（土・日・祝日の場合はその
前日）【申込み・問い合わせ】秘書広報係☎ 258-0019（内線 313）

「筑波山876m(茨城県）」ブナ
の新緑とツツジが咲く5月、関東
平野の百名山に出かけませんか。

5月19日㈰6時発　説明会5月
14日㈫18時 5千円(保険、温泉代
含）申 石塚☎253-4643
富士見市峠山の会

一般参加者を募集します。
5月25日㈯13：00～
コピスみよし

合同練習:4月20日･5月19日
1,000円(一般参加費）
岡田☎258-9010

体はもちろん、頭の体操にもなり
ます。始めませんか？

毎週水曜日13:00～17:00
自由参加金曜日もあり

月2,000円
泉☎253-2281

ヨガ・ピラティス・気功をおりま
ぜた、エクササイズです。

毎月第2・4木曜日10:30～
11:30 藤久保公民館２階和室

3か月　4,000円
合田☎090-4591-8330

公開ハイキング 第26回三芳町合唱祭

会員募集
ゆったりヨガ

まちの掲示板

➊�干ししいたけは水で戻し細切り、人参・
チンゲン菜を切る。

➋�だし汁に調味料を入れ、干ししいたけ
と人参を入れ、火をとおす。

➌�あさり・チンゲン菜を加え煮えたら、
水溶き片栗粉でとろみをつける。

➍最後に溶き卵を回し入れる。

協働のまちづくり

みどり環境グループ今年の活動

machi

MIYOSHI23 MIYOSHI 22

みよしごはん
お手軽で簡単な料理をご紹介！

作り方

みんなの広場
Everyone

【材料】(4 人前 )
あさり水煮缶････身 40g
干ししいたけ･･････ 2 枚
人参････････････1/3 本
チンゲン菜････････ 1 株

【だし汁】
　水・かつお節 600ml
塩･･････････････小 1/4
しょう油･･････････ 小 1
酒････････････････ 大 1

【水溶き】
　片栗粉････････大 1/2
　水･･････････････ 大 1
卵････････････････ 2 個
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も
色
め
き
て

去こ
ぞ
こ
と
し

年
今
年
健
康
に
生
き
楽
隠
居

蝋
梅
の
ふ
た
と
せ
振
り
に
花
咲
け
り

柚
子
湯
の
香
今
年
の
日
々
を
振
り
返
り

面
影
の
み
や
大
声
張
っ
て
追つ
い
な
づ
ま

儺
妻

早
春
の
レ
モ
ン
一
切
れ
テ
ィ
ー
タ
イ
ム

着
飾
り
し
梅
園
内
の
老
乙
女

春
の
雪
か
り
そ
め
に
見
る
墨
絵
か
な

割
烹
着
の
妻
座
に
揃
ひ
雑
煮
餅

バ
ー
ゲ
ン
の
声
熱
気
帯
び
師
走
か
な

社
の
礎
石
腰
掛
け
老
婆
日
向
ぼ
こ

ほ
ろ
に
が
き
舌
に
香
り
の
木
の
芽
和

立
春
の
日
和
愛
で
会
ふ
老
い
二
人

ひ
と
す
ぢ
の
光
も
と
め
て
ひ
た
す
ら
に
診
察
室
に
じ
っ
と
耐
え
待
つ

た
な
び
け
る
雲
を
染
め
つ
つ
昇
る
陽
に
一ひ
と
ひ日

の
無
事
を
心
に
祈
る

健
や
か
に
育
ち
ゆ
く
孫
に
会
い
た
れ
ば
老
い
ゆ
く
我
を
し
み
じ
み
思
ふ

他ひ
と
ご
と

人
事
の
や
う
に
思
ひ
し
白
内
障
我
が
眼
も
罹
り
て
手
術
待
つ
日
日

三
が
日
晴
れ
晴
れ
晴
れ
の
空
仰
ぎ
今
年
こ
そ
は
と
胸
が
高
鳴
る

写
真
の
み
に
て
知
る
祖
父
に
似
て
い
る
イ
ン
ヴ
ァ
ネ
ス
コ
ー
ト
を
羽
織
れ
る
次
男

移
り
住
み
三
と
せ
と
な
り
ぬ
三
芳
野
は
砂
塵
舞
い
上
げ
風
の
里
か
は

麗
し
き
冠
雪
の
富
士
に
初
日
差
し
は
じ
ら
ふ
ご
と
く
赤
く
染
ま
り
ぬ

松
と
れ
て
庭
に
も
ど
し
た
万
両
に
雄
叫
び
あ
げ
て
ひ
よ
ど
り
は
来
ぬ

雪
の
こ
る
武
蔵
小
杉
の
北
口
に
バ
ス
待
つ
媼
お
う
な
の
背
の
寒
か
ら
む

森

下
　
　

茂

鈴
木
　
茂
子

村
上
　
み
な
こ

内
藤
　
歌
野

山
口
　
み
さ
子

祖
父
江
　
桂
子

細
川
　
和
子

永
石
　
和
子

星
野
　
一
郎

町
田
　
勝
男

ラウンドダンス募集

妊婦さんの
教室で作っ
たメニュー
です。貧血予
防にはタンパク質、鉄分、ビタ
ミンCを組み合わせることが
大切です。あさりに含まれるタ
ンパク質と鉄分、青菜に含ま
れるビタミンCの組み合わせ
で貧血予防を。

【
編
集
後
記
】

　
春
の
訪
れ
を
感
じ
る
季
節
に
な

り
ま
し
た
。
役
場
前
の
桜
が
毎
年

綺
麗
な
花
を
咲
か
せ
、
心
を
和
ま

せ
て
く
れ
ま
す
。
ま
だ
観
た
こ
と

が
な
い
人
は
ぜ
ひ
一
度
訪
れ
て
み

て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。
今
月

号
か
ら
下
に
あ
る
新
コ
ー
ナ
ー

「
み
よ
し
今
昔
写
真
館
」を
ス
タ
ー

ト
さ
せ
ま
し
た
。
今
回
は
町
で
撮

影
し
た
も
の
で
す
が
、
皆
さ
ん
が

お
持
ち
の
町
内
の
懐
か
し
い
写
真

が
あ
れ
ば
ぜ
ひ
提
供
し
て
い
た
だ

け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。（
佐
久
間
）

約 40 年前に撮影された写真で
す。撮影場所は、藤久保交差点か
ら真っ直ぐ上富方面に向かう県道
の、三芳中学校を右手に見たとこ
ろです。左に見える商店は今も面
影を残しています。

北永井バス通り

みよし
今昔写真館

昔の写真を探しています。
秘書広報係までご連絡ください。
☎258-0019（代表）

 

　
今
年
は
、
こ
れ
ま
で
の
活
動
成
果
を

も
と
に
皆
さ
ん
の
身
近
な
活
動
に
力
を

入
れ
ま
す
。
み
ど
り
保
全
・
整
備
活
動

で
は
雑
木
林
の
樹
木
、
並
木
等
へ
の
樹

名
板
の
取
付
け
な
ど
、
環
境
教
育
も
計

画
し
て
い
ま
す
の
で
、
近
く
に
あ
る
木

の
名
前
を
覚
え
て
み
て
く
だ
さ
い
。
エ

コ
活
動
で
は
、
引
続
き
エ
コ
ク
ッ
キ
ン

グ
教
室
を
実
施
。新
規
事
業
と
し
て
は
、

町
内
で
の
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
の
開
催

を
検
討
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
生
ご
み

の
減
量
化
啓
発
活
動
に
も
取
り
組
み
ま

す
。
課
題
が
沢
山
あ
り
ま
す
が
、
マ
ン

パ
ワ
ー
が
不
足
し
て
い
ま
す
。
特
に
社

会
経
験
豊
富
な
熟
年
の
人
を
は
じ
め
多

く
の
人
の
参
加
を
待
っ
て
い
ま
す
。

問 みどり環境グループ代表　原芳彦　☎090-3697-8228
都市計画課（内線234）、環境課（内線216）

※
広
報
ク
イ
ズ
は
裏
表
紙
に
移
動
し
ま
し
た
。



子ども通信

イベント 対　象 日　程 時　間 内　容

なかよし広場

０歳児
ねんねひろば

4/11㈭17 ㈬
23 ㈫ 30 ㈫

10:00 ～ 12:00 子育て支援センター　予約不要
部屋や園庭での自由遊び、絵本の読み聞かせ、
歌や手遊び、ふれあい遊びを行います。

０歳児
ハイハイひろば

4/8 ㈪12 ㈮
18 ㈭ 24 ㈬

１歳児 4/9 ㈫15 ㈪
19 ㈮ 25 ㈭

２歳児～ 4/10 ㈬16 ㈫
26 ㈮

わくわくタイム ０～５歳 4/22 ㈪ 10:00 ～ 12:00
13:00 ～ 15:00

藤久保児童館　午前の部は 10:50、午後の部
13:50 までに入場してください。
午前は誕生会 11:00 ～

相談 ひだまり 0 ～ 5 歳児の
保護者

4/3 ㈬ 4 ㈭
5 ㈮ 13:00 ～ 16:00

子育て支援センター　
予約不要育児に関する悩みごとについての心配
事に子育て相談員等が応じます。

☎ 258-5106 258-5136　●子育て支援センター

イベント 対　象 日　程 時　間 内　容

中
央
図
書
館

ぐりぐらタイム
①②第 1･3 金曜日

①６か月～１歳 4/5 ㈮ 19 ㈮ 11:00 ～ 11:15
絵本・紙芝居・手遊び・本の紹介
さまざまな本に楽しく出会え、「聞く力」も伸び
るように工夫した内容です。
①②保護者同伴

②２･ ３歳～ 4/5 ㈮ 19 ㈮ 11:20 ～ 11:40
ぐりぐらタイム
③第１土曜日
④第４火曜日

３歳～小学生
4/6 ㈯ 5/4 ㈯ 10:30 ～ 11:00

4/23 ㈫ 16:00 ～ 16:30

としょかんくらぶ
小学 1・2 年生

4/27 ㈯
10:10 ～ 11:00 読み聞かせ、ブックトーク。本が好きになるよ

う工夫した内容です。小学 3 ～ 6 年生 11:10 ～ 12:00
ブックスタート 平成24年12月生 4/12 ㈮ 13:00 ～ 14:30 4 か月児健診時、保健センターにて
ブックスタート
プラス 平成22年9月生 4/9 ㈫ 13:30 ～ 15:30 2 歳児歯科健診後、中央図書館にて

竹
間
沢
分
館

スイミーおはなし会 ４歳～小学生 4/20 ㈯ 10:30 ～ 11:00 絵本・紙芝居・ブックトーク

ぐりぐら絵本タイム
６か月～２歳 休み

10:30 ～ 10:45 絵本、おすすめ本紹介。竹間沢児童館「あそび
の部屋」会場で行います。２歳～就園前 休み

●中央図書館☎ 258-6464 258-6488　 ●竹間沢分館☎ 274-1722 274-1722　

イベント 対　象 日　程 時　間 内　容

北
永
井

お花を植えよう ! 乳児親子
小学生以上 4/20 ㈯ 15:00 ～ 16:00 【要予約】 20 人 花の種を植えて花でいっぱ

いの児童館を作りましょう！ 

巧技台の日 乳幼児親子 4/23 ㈫ 14:00 ～ 15:00 室内で、滑り台やアスレチックなどの運動遊具
で楽しく遊べます。

藤
久
保

親子で遊ぼう１ 乳幼児親子 4/19 ㈮
23 ㈫ 10:30 ～ 11:30 ボールプールやコンビカーなど遊びがいっぱ

い！どなたでもどうぞ。
たのしく作ろう
デー１

年長児親子
小学生以上 4/24 ㈬ 15:00 ～ 16:30 簡単プラバン作り。オリジナルキーホルダーを

作ろう！

夏の花を育てよう 年長児親子
小学生以上 4/27 ㈯ 14:00 ～ 15:00 アサガオの種を植えて夏のグリーンカーテン作

りをしよう！汚れてもよい服装で来てね。
竹
間
沢

夏野菜を作ろう 幼児親子
小学生・中学生 4/20 ㈯ 14:00 ～ 15:00 きゅうり・なす・トマトの苗やインゲンの種な

ど、夏採り野菜をみんなで植えたりしましょう。

３
館
共
通

新入生歓迎会
新 1 年 生、 小 学

生以上、幼児、
保護者

北・藤 4/9 ㈫
竹 4/13 ㈯ 14:00 ～ 16:00

児童館の紹介と使い方、あそびの名人の紹介、
レクゲームなど。参加したい新 1 年生は、各児
童館へ申し込んでください。

新入生ハッスルタイム 小学 1 年生 北・藤 4/10 ～12
竹 4/16 ～ 18 14:00 ～ 15:00 工作、レクゲームなど。日替わりでいろいろな

遊びを楽しもう！
前
期
あ
そ
び
の
へ
や

ひよこクラス
( 全 12 回 )

生後６か月
～２歳未満

5/15 ～ 10/9 間
の水曜日

10:30 ～ 11:30

各クラス 70 組（登録制）申込み :4/2 ㈫～
13 ㈯までに各児童館に来館のうえ直接申込み
ください。電話や代理の申込みや複数の児童館
への申込みはできません。発表 :4/19 ㈮から各
児童館に掲示するので、確認をお願いします。

コアラクラス
( 全 12 回 ) 2 歳以上 5/16 ～ 10/9 間

の木曜日

内　容 対　象 日　程 時　間 備　考
４か月児健診 平成24年12月生 4/12 ㈮

13:00 ～ 13:40
（時間厳守）

保健センター
母子健康手帳

１歳６か月児健診・３歳児健診は、コップ、歯
ブラシを持ってきてください。

10 か月児健診 平成 24 年 6 月生 4/19 ㈮

１歳６か月児健診
平成 23 年 9 月生 4/5 ㈮
平成 23 年10 月生 5/10 ㈮

２歳児歯科健診 平成 22 年 9 月生 4/9 ㈫
３歳児健診 平成 21 年 9 月生 4/16 ㈫

●保健センター☎ 258-1236 258-5994　

子育て支援のためのホームページが開設されました ! 子育てに役立つ情報が
満載です。ぜひご覧ください ! → http://bit.ly/x7Xfcy

子育て支援センター
イベントレポート
3 月 19日に開催された２歳児からを対象と
した「なかよし広場」の様子をレポート！

3月 14日に行われた２～４か月児が対象の
ほっとサークルの模様をお伝えします

保健センター
イベントレポート

■予防接種　平成 25 年 4 月 1 日から
・ヒブワクチン、小児用肺炎球菌ワクチン、子宮頸がん予防ワクチンが定期接種化されました。
・BCG の対象者が「生後 6 か月に至るまでの間にある者」から「生後 1 歳に至るまでの間にある者」に拡大されました。
・ 日本脳炎の定期の予防接種を受ける機会を逸した平成 7 年 4 月 2 日～平成 7 年 5 月 31 日までの間に生まれた者を定期

の予防接種の対象者に追加されました。
MIYOSHI 24MIYOSHI25

子ども通信
Child

子育て講話や離乳食の始め方を学びつつ、同
じ月齢の子どもを持つ家族との交流を深めて

もらうための育児学級「ほっとサークル」が
3 月 14 日に藤久保公民館
で行われました。この日は
3 回のコースの初日。赤ちゃ
んもお母さんも少し緊張気
味でしたが、徐々に馴染んで
きて、皆さん笑顔でサークル
を楽しんでいました。

●北永井児童館 ☎258-9962 ●藤久保児童館 ☎258-9965 ●竹間沢児童館 ☎259-8315

就学前の親子が、同年齢の子どもと触れ合う
場、子育て支援センター。この日は２歳児か
らの子どもを対象に、「なかよし広場」が行わ
れました。みんなで手遊び
や、先生による絵本の読み
聞かせが行われ、子どもた
ちは絵本を真剣な表情で見
て、手遊びでは親子仲良く、
元気いっぱい楽しみました。

■なかよし広場・ひだまりについては、予定の変更があるかもしれません。ご了承ください。



フォトニュース
Photo

フォトニュース 町で行われたイベントや活動をお届けします！広報に掲載された人で
希望者には、写真を差し上げますので、秘書広報室にご連絡ください。
【問い合わせ】秘書広報室　☎049-258-0019(内線314)

MIYOSHI27 MIYOSHI 26

（写真大）子どもたちとみんなで歌う。（左下）
世界を舞台に活躍するMAKIさん。（下中）
彌勒さんの歌唱力、迫力に子どもたちは圧倒。

（右下）パーカッションの相川さん

↑�２月22日㈮に三芳小学校で行われたほか、３日間
に分けて町内小学校で行われました。

心に響く音楽の贈り物
を子どもたちへ
日本を代表するアーティス
トが町内小学校で
日本を代表するカウンターテナー
彌
み ろ く た だ し
勒忠史さん、ピアニストの

M
マ キ
AKI さん、パーカッション奏者
の相川瞳さんを招き、間近で世界
クラスの音楽に触れ合えるアウト
リーチ活動が町内小学校で行われ
ました。

↓消防団新役員の皆さん。夜間巡回など地域密着活動を行っています。

地域の皆さんを守ります
三芳町消防団新役員決定

消防団員の皆さんは公務員である消防官とは異なり、
他の職業に従事しています。災害時には消防署員と力
を合わせて消防活動を行います。（前列中央 ) 団長：鈴
木章記、（前列左）副団長：鈴木紀啓、（前列右）副団長：
清水邦宏、（後列左から）第１分団長：矢島敦、第２分
団長：田中俊充、第３分団長：荻島広行、第４分団長：
山田哲嗣、第５分団長：池上賢一　　　　　　（敬称略）

笑ってみんなで有酸素運動 !
代謝アッププロジェクト趣の異なる人形たちの表情

歳時記展示「ひな人形展」開催中

昨年の 11月から 5回に分けて「国保運動講座」が行
われ、３月 13日㈬に最終日を迎えました。講師には 5
歳から始めた水泳が高校時代に楽しくなり、のちに映
画「ウォーターボーイズ」を世に送るきっかけを作っ
た健康運動指導士の内村亮さん。「笑うことは代謝を上
げることなんですよ。」と話し、笑いがあふれる会場で
参加者の皆さんと一緒に代謝アップを図りました。

歴史民俗資料館では、歳時記展示『ひな人形展』を 4
月 7日（日）まで開催しています。当館に寄贈された
ひな人形の数々を特別展示室と旧池上家住宅内に展示。
もっとも古い大正時代初め頃から昭和のひな人形まで、
時代ごとに趣の異なる人形たちの表情をぜひご覧くだ
さい。期間中は上富の旧島田家住宅内でもひな人形を
展示しています。

↑最後はけんこう大使の「みらいくんとのぞみちゃん」も一緒に参加。↑年代の違うひな人形がたくさん飾られています。ぜひご覧ください。

２月 27 日㈬、藤久保公民館ホールで三芳町政策研究
所「未来創造みよし塾」の最終報告会が実施されました。
市民研究員と職員の研究員からなるプロジェクトチー
ムが、調査・研究を行い、①にほんの里 100選「三富
新田」再生、②みどりの保全・活用、③公共交通の３
つのプロジェクトの研究成果を最終報告し、町に政策
提言を行いました。

研究の成果を皆さんに報告
政策研究所成果最終報告

↓研究の成果を３つのプロジェクトチームに分かれて発表。

（写真大）三芳町役場前。仲間を後押し。
（左下）ゴール後の集合写真。
（下中）スタートの瞬間。
（下右）各所で見られたデッドヒート。

↑富士見市役所で仲間を待つ皆さん。

2 月 24 日（日）ふじみ野市立大
井東中学校をスタート・ゴールと
する 5区間 20.6km のコースを
舞台に 73チームが参加し、襷に
思いを乗せ、２市１町を駆け抜け
ました。

第44回 入間東部駅伝競走大会

思いを襷
たすき

に
力を合わせ、繋いだ心



人口と世帯 ( 平成 25 年 2 月末現在 )
人口：38,427 人
( 男 19,295 人 / 女 19,132 人 )
世帯数：15,442 世帯

写真
大募集！

我が子の笑顔を皆さんに届けてみませんか？小学校入学前のお子さんを募集しています。
住所、氏名、連絡先、お子さんの名前 ( ふりがな）・生年月日を記入し、写真を郵送またはメール (2MB 以内 ) で送付ください。

窓口でも受け付けます。※過去に掲載したお子さんも、掲載後１年経過していれば掲載できます。（写真返却不可）

 

 

松本　結
ゆ あ

愛ちゃん

H24.7.4 生　From　北永井

  

石岡　伸
のぶあき

晃ちゃん
H24.11.26 生　From　藤久保

 

土井 翔
しょうへい

平ちゃん (H18.  9.  7 生）

裕
ゆうすけ

介ちゃん (H20.12.29 生）

 

濱村　琉
りゅうと

彪ちゃん 
H24.8.13 生　From　藤久保

問秘書広報室☎ 258-0019 内 314
＜郵送での申込み＞〒 354-8555 秘書広報「みよしのアイドル」係
< メールでの申込み >hisyo@town.saitama-miyoshi.lg.jp まで

広報みよし　第 914 号 4 月 1 日発行　発行人 : 三芳町長　編集：秘書広報室　☎ 049-258-0019　
〒 354-8555 埼玉県入間郡三芳町大字藤久保 1100 番地 1　http://www.town.saitama-miyoshi.lg.jp
配布についてのお問い合わせ：シルバー人材センター☎ 049-258-7171
声の広報みよし：朗読ボランティア「けやき」の皆さんが朗読したものを HP で聞くことができます。

この印刷物は、グリー
ン基準に適合した印
刷資材を使用して、グ
リーンプリンティング
認定工場が印刷した
環境配慮製品です。

細谷　旺
おうすけ

佑ちゃん

H24.8.17 生　From　北永井From　藤久保

丸山莉
り い な

衣名ちゃん (H18.10.12 生）

裕
ゆ り い

璃衣ちゃん (H23.  4.19 生）

From　藤久保

 クイズ ＆アンケート

▶広報クイズ

▶アンケート

〒 354-8555
秘書広報「広報 4 月号」係
< メールでの申込み >
hisyo@town.saitama-miyoshi.lg.jp
件名→「広報4月号係」まで

「第〇回入間東部駅伝」

■応募方法（クイズかアンケートのどちらかひとつ）

QR コ ー ド
でクイズや
アンケート
に応募でき
ます。

Ｑ

今回、プレゼントの提供をいただいたのは上富の「パン工房
KUU」さん。三芳の隠れた小さなおいしいパン屋さんです。

今
月
か
ら
町
の
特
産
品
や
グ
ル
メ
を
地
元
の
お
店
な
ど
の
協
力
に
よ
り
、
プ
レ
ゼ
ン
ト
を
提

供
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。
町
の
特
産
品
や
グ
ル
メ
を
提
供
し
て
い
た
だ
け
る
お
店
を
随
時
募

集
し
て
い
ま
す
。
詳
細
は
秘
書
広
報
係
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

（
注
意
） 

プ
レ
ゼ
ン
ト
は
町
か
ら
発
送
し
ま
せ
ん
。
当
選
者
に
は
、
プ
レ
ゼ
ン
ト
の
引
換
券
を
発
送

し
ま
す
。
そ
の
引
換
券
を
お
店
に
持
参
し
、
プ
レ
ゼ
ン
ト
と
交
換
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

Q1　今月号でよかった内容や写真があれば教えてください。
Q2　取り上げてほしい内容や企画があれば教えてください。
Q3　広報に関するご意見・ご感想をお聞かせください。

【お店から】
地産地消を心がけて、自家天然
酵母を使用したパンを作ってい
ます。食パン一斤と、よもぎき
なこ（右上の写真）等をセット
にして当選者5名様にプレゼン
トします。

　今月のプレゼント（5名様）

Q. 2月27日に行われた駅伝大会は今年で第何回目？

【 クイズの場合】○に入る言葉を記入し、住所、氏名、年齢、「広報み
よし」の感想、おたより、ペンネームを書いて、ご応募ください。

【 アンケートの場合】住所、氏名、年齢を記入し、アンケートの１から
３の項目を記入して下記へご応募ください。

～ ～

～ ～

～ ～

三芳中

コンビニ

金谷スタンド
自販機

関越道

下組

KUU

パン工房KUU　住所：上富436　☎050-3603-5746

クイズの正解者、アンケートに協力していただいた人の中から抽選でプレゼントが
当たります。当選者にはプレゼントの引換券を発送します。(商品の発送はいたし
ません。）引換券をお店に持参し、プレゼントと交換してください。

パン工房KUU　天然酵母パンの詰め合わせ


